
春に、逢いに行く !!
さあ、出かけよう !!
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春
の
訪
れ
を

　
感
じ
さ
せ
る
桜

　
　
そ
の
季
節
が

　
　
　
や
っ
て
き
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
春
の
風
物
詩
「
桜
」

　
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
「
花
の
王
」

と
い
え
ば
、や
は
り『
桜
』で
す
ね
。「
花
王
」

は
花
の
中
で
一
番
優
れ
た
も
の
で
、
特
に

牡
丹
の
別
名
で
す
。
し
か
し
、「
桜
」
は
、

な
ん
と
も
儚
い
花
で
あ
り
な
が
ら
、
古
来

よ
り
日
本
人
の
心
を
捉
え
て
止
ま
な
い
。

ま
さ
に
「
花
王
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
す
。

　
そ
の
「
花
王
」
が
こ
れ
か
ら
宇
陀
市
に

咲
き
乱
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

関
根
　
進
太
郎

　
私
は
、
昨
年
7
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
こ

と
が
好
き
で
、
各
方
面
に
出
向
き
ま
し
た
が
、

宇
陀
市
の
よ
う
な
桜
を
す
ぐ
見
に
行
け
る
ま
ち

に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
、

ま
だ
ま
だ
『
新
発
見
』『
再
発
見
』
の
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
は
、
桜
に
逢
い

に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　
宇
陀
市
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
『
う
だ
探
訪

ナ
ビ
』
で
は
『
桜
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
』
の
ペ
ー

ジ
で
、
一
挙
に
13
か
所
の
桜
の
場
所
・
品
種
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
桜
の
開
花
情
報
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
」、「
お
祭
」

な
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

問
宇
陀
市
観
光
協
会

　
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

又
兵
衛
桜

  
　
　       （
大
宇
陀
本
郷
）

うだ探訪ナビ

フェイスブック

インスタグラム 案
内
人

市
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
し
ま
す
。
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内牧区民の森

獄神社周辺に植えられ
ている 500 本の桜が
壮大に咲き乱れ雲海の
ような桜です。

美榛苑

大野寺室生寺西光寺

本
ほんごうためいけ

郷溜池 天
て ん や く じ

益寺又兵衛桜大宇陀温泉
あきののゆ

奈良カエデ
の郷ひらら宇

う た み く ま り じ ん じ ゃ
太水分神社古

ふるいちばみくまりざくら
市場水分桜

西光寺

岩端の桜

内牧区民の森

古
ふるいち

市場
ば

水
みくまりざくら

分桜

天
て ん や く じ

益寺

西光寺の桜か
ら分植された
と言われるし
だれ桜で、見
るものを釘づ
けにします。

カエデ鑑賞のお
すすめの時期は
秋だけでなく春
も綺麗！様々な
新芽の色にびっ
くりです。

鎌倉時代に建てられ
た本殿（国宝）は、一
間社隅木入春日作り
の 3 棟が並び立ち、
速秋津彦命、天水分神、
国水分神の水分三座
をお祀りしています。

芳野川沿い約 1㎞に
わたって連なる桜
並木。谷間には大小
色とりどりの鯉の
ぼりが泳ぎます。

境内にあ
る樹齢約350
年とも言われ
るしだれ桜。

阿騎野の地に静か
に湧いた天然の湯。
『やわらかなぬめ
り』が特徴で疲れ
た体を癒してくだ
さい。

太鼓橋を渡ると
早速桜がお出迎
え。堂宇と桜と
の共演をお楽し
みください。

自然を活かした
空間でゆっくり
と散策して気
持ちもリフレッ
シュ。

芳野川沿い堤防500
ｍに約 100 本のソ
メイヨシノ並木が圧
巻。開花期間中はラ
イトアップされ、川
面にその幻想的な姿
が映し出されます。

高さ 13m、幹回
り 3m の見事な
しだれ桜で、樹
齢は 300 年とも
言われています。

「城之山桜」とも
呼ばれ天に広が
る翼のような枝
振りは見るもの
を圧倒します。

下井足～篠楽～五
津にかけての桜並
木。篠楽では万葉
歌にちなみ「猟路
の桜」と命名。ぼ
んぼりの桜も楽し
むことができます。

春の訪れを感じながら、桜をみませんか？
※桜のコースは、開花のタイミングがあわない場合があります。訪れる際は、ご確認をお願いします。

榛
原
コ
ー
ス

大
宇
陀
コ
ー
ス

菟
田
野
コ
ー
ス

室
生
コ
ー
ス

溜池を一周で
きる遊歩道が
あり、浮見堂か
らも景色を一
望できます。

宇陀川
桜並木 佛

ぶつりゅうじ
隆寺

樹 齢 1,000 年
とも言われる県
下最大最古の桜
として天然記念
物に指定されて
います。

オススメコースを
Pick up しました

道の駅
宇陀路
大宇陀

地元産のブルー
ベリーを使用し
たブルーベリー
ソフトや採れた
ての野菜直売所
があります。

たまご肌温泉「名
湯みはる温泉」で
ローションを付
けたようなしっ
とり感のお湯を
満喫ください。

道の駅
宇陀路
室生

市出身の世界
的彫刻家がデ
ザインしたモ
ニュメントも
見どころで
す。

他にも市内の桜を
紹 介 し て い ま す。
詳しくはこちら☟

室生山上公園
芸術の森
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桜以外の春シーズンの観光スポット
春の風物詩と言えば「桜」ですが、桜以外でもこれから市内は観光スポットがいっぱい。

つ
つ
じ

（
4
月
下
旬
か
ら
5
月
中
旬
）

か
ざ
ぐ
る
ま

（
5
月
中
旬
か
ら
5
月
下
旬
）

森
野
旧
薬
草
園

（
大
宇
陀
上
新
１
８
８
０
）

弁
財
天
石
楠
花
の
丘

室
生
寺

鳥
見
山
公
園

宇陀市の魅力を再発見
e
イ ー バ イ ク
-bike・アシスト自転車で春を感じよう！

●自転車の良いところは？
関根： 「密」を避けられることはもちろん、

気になった場所に立ち寄って写真を撮
るなど時間も行動も自由気ままに観光
ができます。思っているよりも遠くへ
行けますよ。

●自転車で遠くに行くって体力がいる？
関根： 電動アシストを備えた自転車なので、

体力に自信がない方でも観光を楽しむ
ことができます。

　　　皆さんも、快適で楽しい自転車旅を
　　　e-bike・アシスト自転車で体験し、

レッツ、※ポタリング！！！
※ポタリング：自転車でのんびり散策すること

【e-bike】
▶料金：1 日　3,000 円
▶貸出場所
・宇陀市観光案内所　
  うだ観処
・室生地域事務所
  （平日のみ）

大
宇
陀
小
附

▶平成榛原
　子供のもり公園
　（榛原檜牧）
　（☎ 82・7411）

噂 に な っ て い る
e-bike で春を感じに
いくで～ !!!

宇
陀
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

が
市
の
観
光
を
サ
ポ
ー
ト
!!

　
豊
か
な
自
然
と
悠
久
な
る
歴
史
に
育
ま
れ
て

き
た
、
そ
ん
な
宇
陀
市
を
訪
れ
る
方
々
に
観
光

の
お
手
伝
い
を
し
て
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
宇
陀
市

の
事
を
今
以
上
に
知
り
、
歴
史
を
受
け
継
い

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
宇
陀
市
を
知
る

き
っ
か
け
作
り
と
し
て

入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇陀市観光ボランティアガイドの会
　　　会長　藤本 勝也さん

●レンタサイクルで体を動かした後のご褒美ランチ●

～大宇陀温泉あきののゆ～
名湯薬湯につかってから
宇陀牛ローストビーフ丼

（☎ 83・4126）

～美榛苑～
たまご肌美人の湯につ
かってから美榛御膳

（☎ 82・1126）

～道の駅宇陀路　室生～
日本最古のうどんが食べら
れるハクタクうどん御膳

（☎ 97・2200）

～奈良カエデの郷ひらら～
ハンバーグ定食 +
丸まるトマトサラダ

（☎ 84・2888）

●レンタサイクルで行けるスポット紹介●
▶奈良カエデの郷
　ひらら
　（菟田野古市場）
　（☎ 84・2888）

◀室生山上公園芸術の森
　（室生）
　（☎ 93・4730）

◀松山重伝建地区まちなみ
（大宇陀松山）

【アシスト自転車】
▶料金：1 日　1,000 円
▶貸出場所
・宇陀市観光案内所　うだ観処
・道の駅　宇陀路大宇陀
・奈良カエデの郷ひらら
　（月曜定休日）
・道の駅　宇陀路室生
・室生地域事務所（平日のみ）
・室生寺前橋本屋(土日祝のみ)

【
費
用
】
ガ
イ
ド
へ
の
交
通
費
：
１
，
０
０
０

円
/
ガ
イ
ド
1
人
（
室
生
地
区
の
み
２
，

０
０
０
円
）（
昼
を
ま
た
ぐ
場
合
は
ガ
イ
ド
の

昼
食
代
も
別
途
要
）

【
案
内
人
数
】
2
人
以
上
か
ら
（
ガ
イ
ド
1
人

に
つ
き
10
人
ま
で
）

【
注
意
点
】
事
前
予
約
必
要
（
2
週
間
前
ま
で
）

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ガ
イ
ド
を
お

受
け
で
き
な
い
場
合
あ
り
。

【
申
し
込
み
】
問
ま
で

問�

宇
陀
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

（
観
光
課
内
）

　
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

（
4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
）

カ
タ
ク
リ

（
3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬
）

当協会では豊かな自然や文化財、歴史を伝える町並
みなど、四季の風薫る宇陀市の魅力を多くの方に
PR し、来訪される方々をお迎えしたいと思います。
一緒に宇陀市を盛り上げていきませんか。

【年会費】  法人会員　（企業）              10,000 円
　　　　  賛助会員　（個人商店・団体） 5,000 円
　　　　  個人会員　　　　　　　　　 1,000 円

【申し込み・お問い合わせ】
宇陀市観光協会　（☎ 82・2457/IP88・9081）

宇陀市観光協会に入会しませんか？ レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
・

ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

市
観
光
協
会
で
は
、様
々
な
観
光
マ
ッ

プ
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ

を
持
っ
て
、
知
ら
な
か
っ
た
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
巡
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

観
光
マ
ッ
プ
片
手
に
市
内
を

歩
き
回
ろ
う
!!



特　
　
集

　
旅
立
ち
の
季
節
で
す
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を

胸
に
、
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

【卒業】頭を下げながら賞
状をもらう様子

【いつ？】両手を上下に置
き、同時に親指から順に折
り握る。

３月１日　水曜日です

【水曜日】右手の平を上
に向け、水が流れるよう
に斜め右下に引いていく

【３月】左手で漢字の「三」
を表し、その下に右手二指
で「三日月」の形を作る

【1日】左手はそのまま
で右手で「一」を表す

【式】指先を上向け４指を同
時に直角に曲げる。

卒業式はいつ？

第 32回

問
総
合
政
策
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　
日
産
自
動
車
株
式
会
社
、
奈
良
日
産
自
動
車

株
式
会
社
と
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1
月
31
日
に
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

日
産
自
動
車
と
電
気
自
動
車
を

活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

家庭用生ごみ処理機
　 　補助金を交付します

ごみの減量にご協力ください！

家庭用生ごみ処理機または処理容器を購入し、ごみの減量に取り組まれる
方に、予算の範囲内において購入費用の一部を補助します。
資源循環型のまちづくりを目指すため、家庭から出る水分量の多い生ごみ
を効率的に減らし、家庭菜園の肥料として再利用するなど、身近なことか
らできるＳＤＧｓとして生ごみ処理機の利用が注目されています。
※申請受付は、先着順とし予算がなくなり次第終了します。

【補助を受ける要件】
◆過去 5年以内に当補助金の交付を受けていない方
◆市税の滞納がないこと
◆�近隣住民、住宅等に迷惑をかけない等の設置場所
を確保していること

◆�処理機等から作られた堆肥の活用を自ら適切に行
えること

◆処理機の維持管理を自ら行えること

【補助金額】
購入金額（消費税除く）の１/２（以下の限度額あり）

容器の種類 限度額
生ごみコンポスト容器

1世帯につき 2個まで
1個につき 3,000 円

生ごみ EMボカシ容器 1世帯につき 2個まで
1個につき 2,000 円

生ごみ処理機
（電動式または手動式）

1世帯につき 1台
30,000 円

生ごみ処理機乾燥式 生ごみ処理機バイオ式 生ごみコンポスト容器 生ごみ EMボカシ容器

かくはんしながら電気で
生ごみを加熱し、乾燥させ
る方式で、臭いが出ないの
で屋内で使用できます。

保温等により微生物が活
動しやすくし、生ごみを
分解し堆肥化させます。

庭や畑に置き、土の中の
微生物等により生ごみを
分解、発酵させ、堆肥化
します。

ボカシと呼ばれる微生物
により生ごみを分解し、
堆肥化させます。

【補助対象機種】
令和４年４月１日以降に購入し、令和５
年３月 20日までに申請されたものが対象
となります。

問環境対策課
（☎ 82・2202／ IP ☎ 88・9078）

【
連
携
協
定
締
結
の
経
緯
】

　

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
」
を
新
た
な
視
点
と
し
て
捉
え
、
大
和

高
原
の
中
心
の
ま
ち
と
し
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
宇
陀
市
と
、
電
気
自

動
車
の
普
及
促
進
を
通
じ
て
、
脱
炭
素
、
災
害

対
策
等
に
お
い
て
、
地
域
課
題
解
決
を
目
指
し
、

活
動
さ
れ
て
い
る
日
産
自
動
車
株
式
会
社
の
考

え
が
合
致
し
、
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

【
連
携
協
定
事
項
】

①
電
気
自
動
車
の
普
及
に
関
す
る
事
項

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
関
す
る
事
項

③
災
害
時
の
支
援
に
関
す
る
事
項　
等

左
よ
り 

日
産
自
動
車
株
式
会
社 

後
藤
理
事
、
金
剛
市
長
、

奈
良
日
産
自
動
車
株
式
会
社 

田
代
代
表
取
締
役
社
長

▲電気自動車による給電デモンストレーション

※いろいろな表現があります

問
農
林
課
（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

大
宇
陀
政
始
北
部
地
区
の
特
定
農
業

 

振
興
ゾ
ー
ン
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

農
地
の
有
効
活
用
や
農
業
の
生
産
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
奈
良
県
が
設
定
す
る
、
特

定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
、
県
下
10
番
目
の
地
区

と
し
て
大
宇
陀
政
始
北
部
地
区
が
設
定
さ
れ
、

１
月
30
日
に
、
奈
良
県
、
宇
陀
市
お
よ
び
地

元
農
業
者
が
連
携
・
協
力
し
て
各
種
施
策
に

取
り
組
む
た
め
協
定
の
締
結
を
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
大
和
高
原
宇
陀
ブ
ラ
ン
ド
に

よ
る
農
業
振
興
を
目
指
し
た
高
収
益
作
物
（
軟

弱
野
菜
、
大
和
の
伝
統
野
菜
等
）
の
生
産
拡
大

等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（手前左側より）大和高原南部土地改良区 井上源
一 理事長、大宇陀政始北部地区農家 柳本豊一 代
表、荒井知事、金剛市長

（奥左側より）阿騎野農園 仲川裕一 代表、株式会
社 SakuraFarm 中谷房代 代表取締役

国
道
３
６
９
号
香
酔
峠
工
区
開
通
式

問
建
設
課
（
☎
82
・
５
６
３
８
／
IP
☎
88
・
９
０
９
５
）

　
奈
良
市
都
祁
吐
山
町
と
榛
原
赤
瀬
を
結
ぶ
国

道
３
６
９
号
香
酔
峠
工
区
の
改
良
工
事
の
う
ち
、

残
っ
て
い
た
赤
瀬
地
区
の
整
備
完
了
を
記
念
し
、

奈
良
県
に
よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
道
３
６
９
号
は
、
県
東
部
地
域
に
お
け
る

観
光
や
物
流
を
支
え
る
幹
線
道
路
で
、
大
型
車

の
通
行
も
多
い
一
方
で
、
改
良
工
区
は
急
カ
ー

ブ
や
急
勾
配
の
箇
所
が
あ
り
、
大
型
車
の
速
度

低
下
に
よ
り
、
交
通
に
支
障
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
工
事
に
よ
り
、
問
題
箇
所
が
改
善
さ
れ
、
安

全
向
上
や
救
急
・
消
防
活
動
、
緊
急
輸
送
の
経

路
と
し
て
機
能
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
同
日
、
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た

式
典
で
は
、
荒
井
知
事
、
金
剛
市
長
、
来
賓
や

商
工
関
係
者
が
地
域
の
産
業
や
観
光
の
発
展
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 89

う
だ
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特　
　
集

高
齢
者
等
見
守
り
に
関
す
る
協
定
を
締
結

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

☎
96
・
９
０
３
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４

午
前
９
時
～
午
後
４
時

問�

健
康
増
進
課　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

接
種
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
広
報
う
だ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
期

間
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
と
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、「
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」
の
国
の
指
示
に
よ

り
、
４
月
以
降
も
当
面
の
間
、
必
要
な
接
種

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自
己
負
担
な
く
接

種
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
い
接
種
期
間
な
ど
は
３
月
上

旬
ご
ろ
に
厚
生
労
働
省
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
で

協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
接
種
対
象
者
】

・ 

初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接
種
）
を
完
了
し

た
12
歳
以
上
で
、
従
来
株
の
み
の
ワ
ク
チ
ン

の
最
終
接
種
か
ら
3
か
月
以
上
経
過
し
て
い

る
方

※ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
人
に
よ
り

３
回
目
・
４
回
目
・
５
回
目
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
現
時
点
で
は
１
人
１
回
と

な
り
ま
す
。（
以
前
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
を
一
度
接
種
さ
れ
た
方
は
、
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

会
場
終
了
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
総
合
体
育
館
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

3
月
26
日
（
日
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

集
団
接
種
会
場
（
総
合
体
育
館
）
で
の
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
は

引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
接
種
に
は
必

ず
予
約
が
必
要
で
す
。
各
医
療
機
関
の
予
約

方
法
に
従
っ
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
４
月
以
降
は
、
接
種
で
き
る
医

療
機
関
や
予
約
可
能
日
が
減
少
す
る
た
め
、

接
種
を
希
望
す
る
方
は
お
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

問�

介
護
福
祉
課　
（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
8
）

　

高
齢
者
等
お
知
ら
せ
隊
は
、
民
間
事
業
者

に
協
力
を
求
め
官
民
共
同
の
も
と
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
等
の
異
変
を
察
知
し
、
情
報
提

供
や
通
報
な
ど
の
連
携
体
制
に
よ
り
、
高
齢

者
等
へ
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
提
供
等

を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
有
限
会
社
岡
村
、
榛
原
水
質

環
境
社
と
新
た
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
高
齢
者

な
ど
の
方
々
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
協
定

締
結
に
際
し
、
２
社
に
協
力
事
業
者
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

※ 

過
去
に
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
い
た
事
業

所
に
は
追
っ
て
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
お

渡
し
し
ま
す
。

▲市内で巡回や活動を行う際、車両等につけていただきます

▲左より榛原水質環境社 松本重寛 代表と金剛市長 ▲左より有限会社岡村 西口鐵也 代表取締役と金剛市長

市
立
病
院
内
に
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
・
総
合
診
療
科
を
新
設
し
ま
す

令
和
５
年
度
よ
り
さ
ら
な
る
地
域
医
療
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
西に
し
お
け
ん
じ

尾
健
治
医
師
（
現
、

奈
良
県
医
科
大
学
付
属
病
院
副
院
長
、
奈
良
県

医
科
大
学
総
合
医
療
学
教
授
）
が
、
市
立
病
院

で
勤
務
さ
れ
ま
す
。
地
域
医
療
部
に
、
地
域
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
ま
た
総
合
診
療

科
外
来
も
新
設
い
た
し
ま
す
。
西
尾
医
師
に
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
着
任
い
た

だ
き
、
総
合
診
療
科
外
来
も
担
当
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

西
尾
医
師
に
つ
い
て

　
２
０
１
４
年
７
月
よ
り
奈
良
県
立
医
科
大
学

総
合
医
療
学
講
座　
教
授
就
任
。

　
１
９
９
８
年
１
月
に
は
約
２
年
間
榛
原
総
合

病
院
時
代
に
小
児
科
部
長
と
し
て
勤
務
。

　
２
０
０
５
年
県
立
医
大
救
急
科
准
教
授
。

　

２
０
１
１
年
医
大
総
合
診
療
を
立
ち
上
げ
、

現
在
39
人
の
医
師
が
総
合
診
療
科
に
入
局
す
る

ま
で
に
築
き
上
げ
る
。

問�

市
立
病
院　
（
☎
82
・
０
３
８
１
）

天
川
村
診
療
所
で
勤
務
を
続
け
て
お
ら
れ
、
地

域
医
療
の
実
践
も
継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）
と
は

　
市
立
病
院
地
域
医
療
部
内
に
組
織
さ
れ
ま
す
。

地
域
連
携
課
で
は
、
病
院
間
の
連
携
、
退
院
支

援
、
訪
問
診
療
・
往
診
、
移
動
診
療
車
で
の
診

察
や
検
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
は
、
西
尾
セ
ン
タ
ー
長
の
下
、

市
民
の
皆
様
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
、
面
倒
見

の
よ
い
医
療
を
提
供
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
医
療
へ
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

総
合
診
療
科
外
来
（
予
定
）
と
は

　
「
総
合
診
療
」
と
は
、
２
０
１
８
年
よ
り
新
設

さ
れ
た
、
医
師
の
基
本
的
専
門
分
野
の
１
つ
で
、

内
科
や
外
科
と
い
っ
た
区
別
で
は
な
く
、
１
人

の
患
者
様
を
様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
診
る

診
療
科
で
す
。
な
か
な
か
病
気
の
原
因
や
病
名

が
特
定
さ
れ
な
い
症
状
（
不
明
熱
、
体
重
減
少
、

全
身
倦
怠
感
、
未
診
断
・
末
期
悪
性
腫
瘍
な
ど
）

に
対
し
て
、
問
診・診
察・検
査
を
行
い
、
診
断・

治
療
に
結
び
つ
け
て
い
っ
た
り
、
適
切
な
診
療

科
へ
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
患
者
様
の
健

康
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
診
療
科
で
す
。

　
西
尾
医
師
は
、
４
月
か
ら
の
総
合
診
療
科
外

来
を
週
２
回
担
当
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
残
り
の
３
日
間
も
地
域
医
療
部
の
医
師
が

担
当
い
た
し
ま
す
。。

　
市
立
病
院
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
医

療
分
野
を
拡
充
し
、
よ
り
受
診
し
や
す
い
よ
う
、

面
倒
見
の
良
い
病
院
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

▲西尾健治　総合医療学教授

※�

５
月
号
に
て
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
・
総
合

診
療
科
を
特
集
予
定

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

���

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･

９
０
６
５
）

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
自
分
で
で
き
る
」を
増
や
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
！

　

今
月
は
さ
ん
と
ぴ
あ
で
の
リ
ハ
ビ
リ

（
理
学
療
法
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
理
学
療
法
士
は
リ
ハ
ビ
リ
の

専
門
職
と
し
て
、
現
在
３
人
在
籍
し
て

い
ま
す
。
筋
力
強
化
訓
練
や
歩
行
訓
練
、

認
知
機
能
訓
練
等
、
各
々
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
を
個
別
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
の
介
助
量
を
軽
減
し
、
自

立
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、つ
ま
り
「
自

分
で
で
き
る
」
こ
と
を
増
や
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
・
ご
自
宅
へ
の
在
宅
復
帰
や

在
宅
生
活
の
継
続
を
目
指
し
、
杖
や
歩

行
器
、
靴
な
ど
の
選
定
に
始
ま
り
、
住

環
境
の
確
認
に
て
住
宅
改
修
な
ど
の
ご

相
談
に
も
乗
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

施
設
入
所
中
は
在
宅
復
帰
を
目
標
に
、

退
所
さ
れ
て
か
ら
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ（
デ

イ
ケ
ア
）
で
在
宅
生
活
の
継
続
を
目
標

に
、
引
き
続
き
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
…
」
等

の
目
標
が
あ
る
方
は
入
所
・
通
所
問
わ

ず
、
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

第 4 回▲左から川上、谷本、辻岡

リハビリのことなら
お任せください！！

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 1011
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問

薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　商工産業課  ☎82・5874 ／ IP☎88・9075

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
に

関
係
者
も
笑
顔
に
な
っ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

➋
伊
勢
本
街
道
を

�

守
っ
て
1
0
0
年
余
り

　
　�

　
～
内
牧
地
域
ま
ち
協
～

　

昨
年
9
月
と
12
月
、
防
犯
・
防
災
部
会

で
は
旧
伊
勢
本
街
道
の
整
備
や
周
辺
の
名

所
・
旧
跡
の
環
境
保
全
と
山
道
の
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。
内
牧
地
域
内
に
あ
る
こ

の
旧
街
道
や
登
山
道
へ
は
、
毎
年
各
地
か

ら
多
く
の
方
が
ハ
イ
キ
ン
グ
や
伊
勢
神
宮

へ
の
初
詣
の
お
参
り
な
ど
で
訪
れ
ま
す
。

通
る
方
の
安
全
や
安
心
に
役
立
つ
「
行
先

家
な
ど
旅
籠
を
営
ん
で
い
た
旧
家
の

建
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
内
牧
地
域
の
大
切
な

財
産
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。➌「

子
ど
も
た
ち
へ
の

                 

プ
レ
ゼ
ン
ト
」

�

～
笠
間
地
区
サ
ン
タ
よ
り
～

　

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
っ
た

昨
年
の
12
月
25
日
、
室
生
笠
間
地
区

在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
『
わ

く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
と
題
し
て
、

音
楽
会
と
ビ
ン
ゴ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

笠
間
地
区
の
サ
ン
タ
さ
ん
た
ち
は
、

り
、
こ
の
地
の
林
業
の
特
徴
で
あ
る

“
間
伐
”
技
術
や
植
林
、
下
刈
り
、

枝
打
ち
な
ど
を
繰
り
返
し
何
十
年
と

時
間
を
か
け
１
本
の
木
を
育
て
る
こ

と
な
ど
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
木
の
曲
が
り
を
見
極
め
、

切
る
方
向
を
指
図
す
る
人
と
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
う
人
、
こ
の
道
50
年
余

り
の
お
二
人
の
伐
採
実
演
で
す
。
伐

採
す
る
木
は
樹
齢
約
60
年
。

　

１
本
目
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
「
バ

リ
バ
リ
バ
リ
！
」
っ
と
い
う
音
と
と

も
に
木
と
木
の
間
に
倒
れ
ま
し
た
。

２
本
目
は
１
本
目
の
木
の
上
に
重
な

る
様
に
倒
れ
、
神
技
に
参
加
者
全
員

拍
手
喝
采
！
伐
採
の
後
、
森
庄
銘
木

産
業
株
式
会
社
の
工
場
に
移
動
し
、

水
圧
を
利
用
し
て
の
木
の
皮
む
き
実

演
と
体
験
、
乾
燥
時
に
木
が
割
れ
な

い
様
に
背
引
き
す
る
実
演
、
約
１
年

か
け
て
自
然
乾
燥
さ
せ
る
土
塀
の
倉

庫
、
木
を
使
っ
た
ぬ
く
も
り
あ
る
製
品

の
数
々
を
展
示
し
て
い
る
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
拝
見
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
丸
太

を
1
㎏
に
切
る
競
争
で
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
こ
ぎ
り
と
格
闘
。
１
位

に
な
っ
た
チ
ー
ム
は
、
誤
差
39
g
と
素

晴
ら
し
い
結
果
で
、
ヒ
ノ
キ
の
ス
ツ
ー

ル
の
賞
品
に
ニ
ッ
コ
リ
で
し
た
！

　

今
回
の
体
験
に
参
加
い
た
だ
い
た
方

か
ら
は
、「
職
人
さ
ん
の
精
度
の
高
い
、

み
ご
と
な
技
に
感
動
し
ま
し
た
！
」、「
伐

採
か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
子
ど
も
に
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」、「
丸
太
を
切
る
の
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

案
内
板
」
の
設
置
や
旧
街
道
の
草
刈
り
や

補
修
・
落
木
撤
去
な
ど
の
景
観
保
全
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
末
の
30
日
に
は
、
榛
原

駅
か
ら
約
60
人
の
方
が
伊
勢
神
宮
初
詣
を

目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
旧
伊
勢
本

街
道
を
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
道
づ
く
り
活
動
の
歴
史
は
古
く
、

「
内
牧
村
風
俗
誌
資
料
」（
大
正
4
年
内
牧

村
）
に
よ
る
と
青
年
会
活
動
と
し
て
行
っ

て
い
た
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
当

ま
ち
協
が
設
立
時
よ
り
9
年
間
、
毎
年
整

備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
牧
地
域
を
通
る
こ
の
旧
街
道
沿
い
に

は
、
江
戸
時
代
に
多
く
人
が
お
伊
勢
参
り

に
利
用
し
て
い
た
旅
籠
の
建
物
が
残
っ
て

お
り
、
現
在
も
松
本
家
、
津
越
家
、
宮
田

❶
真
冬
の
林
業
体
験

～
菟
田
野
ま
ち
協
～

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
と
な
っ
た
第
５
回「
真

冬
の
林
業
体
験
」。
朝
か
ら
雪
も
舞
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
日
差
し
も

あ
り
、
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

宝
塚
市
、
伊
丹
市
、
四
日
市
市
、
大
阪
、

県
内
、
市
内
の
各
地
か
ら
、
毎
回
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
方

な
ど
12
グ
ル
ー
プ
28
人
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
菟
田
野
下
芳
野
の
山
に
移
動

し
、
森
庄
銘
木
産
業
株
式
会
社
の
社
長
よ

　

春
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
あ
る
セ
リ
を
、
七

草
が
ゆ
で
食
べ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
野
生

の
セ
リ
は
、
次
第
に
生
え
て
い
る
所
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
山
麓
の
水
気
の
あ
る
所
、
溝

や
水
田
に
生
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

セ
リ
の
生
薬
名
は
、
水す
い
き
ん芹
と
い
い
、
開
花
期

の
茎
や
葉
を
採
集
し
、
乾
燥
さ
せ
て
使
用
し

ま
す
。
生
薬
と
し
て
は
古
く
、
神
農
本
草
経

（
２
１
７
年
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

去き
ょ
た
ん痰
、
止
血
な
ど
に
な
り
、
む
く
み
を
除
き
、

血
尿
を
治
し
ま
す
。
ま
た
食
欲
も
増
進
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
、新
鮮
な
葉
や
茎
を
食
べ
る
か
、

青
汁
を
作
っ
て
飲
む
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

セ
リ
は
強
健
な
植
物
で
す
か
ら
、
日
当
た
り

の
よ
い
所
で
も
日
陰
で
も
育
ち
、
１
年
中
収
穫

で
き
ま
す
。
た
だ
、
冬
か
ら
春
は
地
上
部
全
体

を
採
集
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
８
月
を
過
ぎ

た
こ
ろ
、
茎
を
土
の
上
か
ら
５
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
所
で
切
り
、
新
た
に
出
た
茎
や
葉
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
～
セ
リ
～

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

子
ど
も
た
ち
が
当
日
ま
で
心
待
ち
に
で
き

る
よ
う
に
、
お
菓
子
入
り
の
「
ア
ド
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
を
配
り
、
た
く
さ

ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。

▲伊勢街道の補修作業中

▲伐採現場にてハイ、チーズ !!▲音楽会、これから歌うぞ !!

　

当
日
、
雪
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
30

人
程
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
ピ
ア
ノ

が
奏
で
る
音
楽
に
耳
を
傾
け
、
終
盤
の
音

楽
に
は
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
と
全
員
で
ダ

ン
ス
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の

ビ
ン
ゴ
大
会
も
大
盛
況
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
姿
や
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
後
も
様
々
な

楽
し
い
催
し
や
地
域
交
流
を
し
て
欲
し

い
」
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
意
見
を
参
考
に
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

▲丸太と格闘中
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（一般書）
収納上手のインテリア押入れ
著：成美堂出版編集部編
出版：成美堂出版

図書館からのお知らせは P27

めったに使わないもので押入れを占領する
ともったいない！使い方次第で押入れがク
ローゼットやデスク、インテリアに様変わ
り！使い方のアイデアから、湿気、カビ対
策までご紹介。ご自宅の収納、一度見直し
てみては？� （大宇陀図書館所蔵）

（児童書）
きゅっきゅっきゅっ
ボードブック版
著：林 明子
出版：福音館書店

林明子さんのあたたかな絵で描かれる赤
ちゃん向け絵本のボードブック版が入りま
した。そのほか『くつくつあるけ』や『お
つきさまこんばんは』『おててがでたよ』な
ど、世代を超えて愛される絵本です。破れ
にくいボードブックで安心して読み聞かせ
をお楽しみください。�（大宇陀図書館所蔵）

「公民館で予約図書の受取」が
できるのをご存じですか？
　図書館までお越しいただかなくても予
約した本をお近くの公民館（大宇陀・室生・
菟田野）で受け取ることができます。

【本の予約方法】
図書館のホームページ⇒利用者メニュ－

【ログイン】⇒図書カード利用者番号・パ
スワード入力⇒資料検索⇒カートに入れ
る⇒本の予約⇒「受取場所」を選ぶ⇒連
絡方法を入力（Ｅメール希望の方は、事
前登録が必要です。）
　本を受け取る際は、図書カードをお持
ちになってください。
　なお、本の取り置き期間は、連絡して
から 1 週間で期間を過ぎると取消となり
ますので、ご注意ください。
　各図書館でも予約図書の受付はできます。
●返却ポストは下記になります。

（各図書館・室生口大野駅前・子育て支援
センター・榛原駅北口）
　ぜひご利用いただき、新たな本との出
会いになることを願っています。

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 1415

第 16 回市民スポーツ大会開催
 1 月 29 日
　3年ぶりに、市体育協会綱引連盟主催の「新春綱引大会」が総合
体育館で開催されました。
　この大会は、誰もが気軽にできる綱引きを通して、健康づくりの
機会を増やすとともに、参加者同士が親睦を深めれるような交流の
場づくりを目的として開催されています。結果は次の通りです。
優勝　宇陀サイ・アダルト
準優勝　ウダサイクルレーシング
３位　宇陀サイ・レディース

近畿高等学校少林寺拳法大会開催
 12 月 24 日・25 日
　「健幸都市ウェルネスシテイ」を目指している宇陀市に
おいて、近畿高等学校体育連盟少林寺拳法専門部および
奈良県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部と連携を図っ
た、近畿の高等学校の生徒の少林寺拳法の技術の向上と
親睦交流を図ると共に、高校生として健全な精神と肉体
の育成を行うために、第40回近畿高等学校少林寺拳法
大会が市総合体育館にて開催されました。

企画展『笠間 陽雲寺と澤氏』を開催
 2 月３日～ 2 月 26 日
　榛原総合センターにて、企画展『笠間　陽雲寺と澤氏』を開
催しました。榛原笠間にある陽

よううんじ
雲寺（鳳凰山陽雲禅寺と号する

曹洞宗の寺）が所蔵する、市指定文化財の「大般若経」の一部
を展示するほか、笠間出身の説がある「宇陀三将」としても名
高い澤氏の「澤城」と、その居館とされる「下

しもんじょ
城・馬

ば ば
場遺跡」

の出土遺物の展示を行いました。日頃見ることができない物が
多く、来館された方は足を止めて見入っていました。

　京都府相楽郡精華町にあるけいはんなプラザにおいて、
「第28回菟田野毛皮革ファッションフェア」を開催。市
の地場産業である毛皮革産業のＰＲを目的に、御所市の
地場産業であるヘップサンダルも出展。多くの方に好評
でした。

　ご寄付をいただきました
　　

匿　　　　名
　　　　　　　    1,000,000 円　　
　宇陀市へ貴重なご寄付を賜り誠にありがとうござ
いました。厚くお礼申し上げます。

文化財を守れ！防火訓練
 1 月 26 日
�文化財防火デーの1月26日に、室生寺において寺職員や県
広域消防組合、消防団員ら約50人が参加し、防火訓練が実
施されました。
　国宝の金堂付近で火災が発生したと想定し、通報訓練から
はじまり、参拝客の避難誘導、重要文化財の搬出、初期消火、
放水銃による一斉放水と手際よく訓練が行われました。
　コロナ禍のため、今回の訓練は3年ぶり66回目の開催で
したが、参加者は真剣な表情で訓練に臨んでおられました。

菟田野毛皮革
 ファッションフェア開催
 1 月 14 日・15 日

　「農村振興シンポジウム」にて、大宇陀守道桐山地区の「桐山地域
環境保全連合会」が第１回奈良県農村振興優良組織に選ばれ、表彰
されました。今年度からスタートしたこの表彰制度は、多面的機能
支払交付金制度や中山間地域等直接支払制度に取り組む優れた活動
組織を知事が表彰することで、関係者の意欲の高揚・他の組織の取
り組みのさらなる充実の促進を目的としたものであり、今回は「桐
山地域環境保全連合会」を含む県内の３組織が表彰されました。
　桐山地区では、高齢化で耕作が厳しくなった農地の集落営農組合
への集積や、農道・水路の定期的な点検・維持管理、地域が一体と
なった伝統行事への取り組みなど、多面的機能支払交付金制度を活
用することで、農村の振興につながる様々な活動に取り組まれてお
り、その中でも今回は特にそばの栽培を通した遊休農地の解消の取
り組みが高く評価されました。

県農村振興優良組織に選出
 2 月 4 日

▲表彰された桐山地域環境保全連合会 
代表 奥峰 清一さん（右から１人目）
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つどいのひろば
（健康ポイント事業）

※申込不要
　公共施設などで遊びや交流の
場を提供します。

　子育てについての情報交換や
親子のふれあいを楽しみましょ
う。

【対象】市内在住および里帰り
の就学前の乳幼児とそ
の保護者

【時間】午前 10 時～ 11 時
　　　　（毎週水曜日）
【持ち物】水筒、タオル、帽子

                                             1                     2   3 

 6 7 8 9 10

  13 14 15 16 17

   20                 21 22 23 24

 27 28 29 30 31

　双子ちゃんあつまれ

ミニ誕生会

　　開放中止
(保健ｾﾝﾀｰ検診のため）

※保健師相談日

なかよしひろば

建国記念日の
振替休日

ALT「英語であそぼう」

♪➡ お話の日 ➡ リズムの日(健康ポイント事業）

時間：午前10時30分～11時

対象の就園前とは幼稚園等入園まで
　　　就学前とは小学校入学まで

１歳児親子教室
　（りんご）

２歳児親子教室
　（ぱんだ）

２歳児親子教室
　（うさぎ）

つどいのひろば
(大和富士ホール）

　　開放中止

♪
　「英語であそぼう」

振替休日

春分の日

♪

おはなしなあに

♪

０歳児親子教室
　（ばなな）

  つどいのひろば
（大宇陀保健センター）

  家児相談日
   つどいのひろば
（大宇陀保健センター）

０歳児親子教室
　　（みかん）

１歳児親子教室
　（いちご）

午後開放中止

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

問
☎
84
・
９
９
２
５
（
菟
田
野
松
井
４
７
３
の
１
）

なかよしひろば
（親子ふれあい事業）　

※申込必要

【日時】�3 月 24 日（金）
   午後 2 時 30 分～ 3 時 30 分

【対象】�市内在住の就学前の満 3 歳以上の幼児とその
保護者

【定員】先着 10 組　※定員になり次第締め切ります。
【内容】�「クイズやゲームで遊ぼう！」
【持ち物】水筒、タオル
【場所】��子育て支援センター　２階
【申し込み】�3月1日(水)～17日(金) 問へ

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

支援センター開放
※申込不要

　
　子育てをしている家族が、
自由に遊べるように施設を開
放しています。

【対象】市内在住および里帰り
の就学前の乳幼児とそ
の保護者

【日時】月～金曜日（祝日は除く）
午前 9 時～午後 4 時

　　　お話の日（毎週火曜日）
　　　午前 10 時 30 ～ 11 時

　　　リズムの日（毎週木曜日）
　　　午前 10 時 30 ～ 11 時

※健康ポイント事業です。ポイ
ントを集めて応募しましょう。

♪

　令和５年度
　親子教室（すくすく教室）募集

毎月のテーマに沿った活動内容で、年齢に応じたもの
を計画し、子育ての情報を提供しながら、親子で楽し
い遊びを体験していただきます。

年間
登録制

発達の悩みについて
語り合いませんか？

●かるがもくらぶ
【日時】3 月 14 日 ( 火 )　
　　　　　　　午前 10 時～正午
【場所】市役所 2 階  213 会議室

○お子さんの現在の様子やお困りご
とを話したり聞いたりしませんか？
○子育てのヒントが見つかるかも。
お気軽にご参加ください。

問介護福祉課
（☎ 82・3675／ IP ☎ 88・9088）

令和５年度
子育てボランティア募集（若干名）

子育て支援センター事業をお手伝い
いただけるスタッフ募集中 !

【対象】�子育てに興味のある方、子育てが一段落された
方など。

【活動時間】午前中（活動により変更あり）
【活動内容】�支援センター事業のお手伝い（託児、補助等）
【申し込み】3 月 1 日（水）～ 24 日（金）までに問へ。

※ 登録いただいた方は、ボランティア保険に加入させ
ていただきます。

●発達についての個別相談
【日時】3 月 20 日 ( 月 )

【場所】市役所 2 階  211 会議室

【相談時間】1 人 50 分
(10 時・11 時・13 時・14 時・15 時 )

【定員】5 人 ( 先着順 )

【申し込み】
3 月 15 日 ( 水 ) までに問へ

【実施日】令和５年５月～令和６年３月（月１回程度）
【対象】�市内在住の令和２年４月２日～令和４年 10 月 31 日の間に生まれたお子さ
　　　 んとその保護者
　　　（保育園・こども園などに在籍されているお子さんは登録できません）
【実施場所】子育て支援センター（２階）・公共施設
【登録費】年間 500 円（その他実費徴収あり）
【申し込み】４月３日（月）～４月 14 日（金）
　　　　　 （午前９時～午後４時　土、日曜日を除く）までに問へ
　　＊各年齢 15 ～ 20 人程度のクラス分けを行います。
　　＊詳細につきましては、登録終了後、連絡させていただきます。
※令和４年 11 月１日～令和５年４月１日生まれのお子さんにつきましては、９月
に二次募集をさせていただきます。９月の広報うだ・ホームページをご覧ください。
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https://www.city.uda.nara.jp/udacity-hp

病 院 の 休 診 日 ：
土・日・祝日・年末年始

問�医療介護あんしんセンター（☎ 85・2500/IP ☎ 88・9480/FAX85・2501）

～在宅医療・介護の連携拠点～

宇陀市医療介護あんしんセンターから
電話番号の　間違い注意！

高齢者の暮らしを守るために

○看護師（正職員）若干名
対象者：�採用時に 50 歳未満で、資格を有する方
採用試験：小論文・面接
提出書類：履歴書、資格証明書の写し

○看護師（パート）若干名
対象者：�採用時に 60 歳未満で、資格を有する方
採用試験：面接
提出書類：履歴書、資格証明書の写し
※勤務日、時間は相談に応じます。
　短時間の勤務も可能です。

○看護助手（パート）若干名
業務内容：�病棟、外来での掃除・ベッドメイキング 

・移動介助など
採用試験：面接
提出書類：履歴書
※資格は必要ありません。
※勤務日、時間は相談に応じます。
　短時間の勤務も可能です。

　問経営企画課（土・日・祝日を除く午前９時～午後５時）

詳しくは
こちらから➡

■職員募集

面 会 の 方 へ の お 願 い
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の場
合を除き、面会は全面禁止とさせていただいていま
す。

○�重症・急変等で医師・看護師から来院要請があっ
た場合
○入退院・転院で付き添いが必要な場合
○その他、医師が必要と判断した場合

　「高齢者虐待」と聞くと身近に感じることは少ないと思いますが
令和 3 年度の相談・通報件数は全国で 35,000 件を超えています。
　地域で支え合いみんなで高齢者の暮らしを守りましょう。

あんしんセンターでは、介護における相談や介護保険サービスについての相談ができます。
1 人で悩まず気軽に相談してください。

介護の負担を抱え込んでいませんか？
介護をしている方は、不安を感じたり、思うようにいかない悩みや疲れからくるイライラ、また
孤独感を感じることもあると思います。
疲れきってしまう前に介護負担を軽くできるよう介護保険サービスなどを利用したり、誰かに相
談してみましょう。

診察時の説明で納得できない時は何度でも質問し、不
安や疑問に思うことは積極的に尋ねる。
意志疎通できない患者様は家族や担当のケアマネ
ジャーなどに診察に同席してもらい、診察内容や、診
察後の医師からの結果やアドバイスも一緒に聞いても
らう。

診察の際の上手な
コミュニケーションの取り方
病気やけがなどで、病院を受診される際に次の事項を
中心として準備をしておくとその後の診療がスムーズ
になります。

前もって伝えたいこと・訊きたいことがあれば考えて
おく。
ノート・お薬手帳など自分の身体の情報が書いてある
ものがあれば持参する。

１. 事前準備をする

２.�自分も医師と一緒に『病気を治療する当
事者』、という姿勢・意識を持つ

地域のあたたかい見守りと声かけを
介護をしている方は終わりの見えない介護に追い詰められていることもあります。
身近な方が日頃から声かけをしたり、介護をしている方が孤立しないように気軽に話すことがで
きる地域づくりを。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

●オレンジカフェのご案内●

～ラガールカフェ～
【日　時】　3 月 19 日（日）　午後 2 時 30 分～ 4 時
【場　所】グループホームラガールデイルーム
【参加費】100 円（飲み物、お菓子付）
【申込先】ラガール（☎ 83・0088）

～オレンジカフェ～
【日　時】　3 月 24 日（金）午後 2 時 30 分～ 4 時
【場　所】榛原総合センター 3 階
【参加費】100 円（飲み物、お菓子付）
【申込先】医療介護あんしんセンター（☎ 85・2500）

　健康診断・人間ドック等で体のチェックをすること
によって健康状態が分かり、病気を未然に防ぐことが
できます。当院では、地域の皆様の健康促進と病気の
早期発見を目的に、年に一度の健康診断をお勧めして
います。健康は自らが守り育てていくものです。皆さ
んも健康診断を受診してみてはいかがでしょうか ?

■年に一度は健康診断による
  体のチェックを

■敷地内全面禁煙にご協力を
当院では、受動喫煙を防止するた
め“駐車場を含む敷地内全面禁煙”
を実施しています。
喫煙者の皆様にはご不自由をおか
けしますが、ご理解をいただき、
ご協力をお願いします。

■診療日程の変更

◎変更になった診療科のみ掲載しています。※■が変更箇所

月 火 水 木 金

耳 鼻
いんこう科 午前

阪上
休診 担当医 休診 金田補聴器外来

（予約）
【第 2・4週】

■糖尿病教室　　　　3 月は中止します。

■骨粗鬆症教室　　　3 月は中止します。

■腎臓病教室　　　　3 月は中止します。
宇陀市キャラバンメイト
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      中央保健センター (室生福祉保健交流センター内）
                    ☎92・5220/IP☎ 88・9175

対 象 地 域 内 容 実 施 日 対 象 者 場 所 受 付 時 間

全 地 域

4 か月児
健康診査

16 日（木）

令和 4 年 11 月生まれの児

市立病院

時 間 を 分 け て
実 施

※ 個 別 に 案 内
し ま す 。

10 か月児
健康診査 令和 4 年 5 月生まれの児

1 歳 6 か月児
健康診査

23 日（木）

令和 3 年 7 月生まれの児

中央保健
センター

2 歳児
歯科健康診査 令和 2 年 12 月生まれの児

３歳児
健康診査 令和 1 年 7 月生まれの児

3 月 1 日～ 8 日は
「女性の健康週間」

　
　女性が生涯を通じて健康で明るく充実した日々を過ごすことを支援するため、厚生労働省では 3
月 1 日から８日までを「女性の健康週間」と定め様々な啓発が行われています。
　4 月から令和 5 年度各種検診の申し込みが始まります。あなたのこれからの人生を豊かにするた
め、がん検診や特定健康診査を受けましょう。
　市では、女性の健康づくりのための事業として、子宮がん・乳がん検診のほか、骨粗しょう症検
診を行っています。（今年度の検診は終了しました。来年度の検診は広報うだ４月号にがん検診の
案内と申し込み用紙を折り込みます。また、35 歳以上の国民健康保険にご加入の方には、個別に
検診のご案内を送付します。受けることができる年齢や検診の内容についてご確認のうえ、お早め
にお申し込みください。)

対 象 地 域 内 容 実 施 日 対 象 者 場 所 開 始 時 間

全地域 赤ちゃんのための
予防接種説明会 28 日（火） 令和 5 年 2 月生まれの

児の保護者
中央保健
センター 午前 10 時

※状況によりオンライン開催となる場合があります

アルコール問題でお悩みの方、相談したいと
思っている方は、ぜひこの機会を利用して一
緒に学びませんか？
※秘密は厳守します。

【日時】3 月 13 日（月）
　　　　午後 1 時 30 分～ 3 時
【場所】榛原保健センター
【内容】酒害に関するミニ講座・個別相談
【費用】無料

すずらん会（酒害教室）令和 4 年度体組成（Inbody）測定
～体の各部位の筋肉量や脂肪量をチェックしよう～

【実施日】�3 月 13 日（月）　午前 9 時～正午、
午後 1 時～ 4 時の間で完全予約制
【予約申し込み】3 月 1 日（水）から電話でお
申し込みください。
【場所】中央保健センター
【参加費】おひとり 1 回 100 円もしくは健康
ポイント 50P（領収書が必要な方は予約時に
お申し出ください）
【内容詳細】問へ

（子どもたちに人気のメニュー）

レタスとトマトの玉子スープ
［材料］
　卵…１個、レタス…80 ｇ（大 2 枚）、トマト…80 ｇ、

水…500cc、中華だしの素…小さじ 2、（片栗粉…
大さじ１、水…大さじ２）、塩…ひとつまみ、こしょ
う…少々、しょうゆ…小さじ１、ごま油…小さじ２

［作り方］
➊卵は割りほぐす。レタスは手で一口大にちぎる。

トマトは 1.5㎝角のサイコロ切りにする。
➋鍋に水と中華だしを入れて火にかけ、煮立ったら

トマトを加える。
➌沸騰したら水溶き片栗粉を回し入れ、再度沸騰し

たら溶き卵を回し入れる。
➍レタスを入れて、しょうゆ・塩・こしょうで味を

調え、仕上げにごま油を入れる。

宇陀市 野菜たっぷりクッキング
ホームページでレシピを紹介して

います。

ぜひご覧ください！

レタスとトマトの
玉子スープ
（２人分）

子ども予防接種週間
　 
　日本医師会、日本小児科医会では、地域住民の予防接種に対する関心を高め、予防接種率
の向上を図るため、３月１日（水）から７日（火）までの７日間を子どもの予防接種週間と
しています。
　4 月からの入園・入学に備えて必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう！

　宇陀市にお住まいのお子さんは、市内および桜井市内の指定医療機関で定期予防接種を受
けることができます。
　お子さんの予防接種の受け方、接種医療機関等に関するお問い合わせは、問まで。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

　
3 月は自殺対策強化月間
～あなたの声を聴かせてください～

　宇陀市の自殺者数は、平成 21 年から徐々に減少しており、近年は横ばいです。令和 3
年の自殺死亡率は 17.1（人口 10 万対）となっています。
　しかし、令和 2 年 7 月以降、全国の自殺者数は増加傾向にあります。これは現在も続いて
いるコロナ禍の中、先の見えない不安や生きづらさなど、こころの不調が原因かもしれません。
　市では、令和 4 年 3 月に、「宇陀市自殺対策計画〈第 2 次〉」を策定しており、様々な機
関と連携・協働し自殺対策について検討、推進しています。
　広報うだに「今月の無料相談」（3 月号は 31 ページ）を掲載しています。悩みや不安を
抱えて困っている時は、ご希望の窓口で話しましょう。お問い合わせは、問まで。
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新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

く
ら
し
・
環
境

L
if
e
&
E
n
v
ir
o
n
m
e
n
t

国
民
年
金
保
険
料

�

改
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
令
和
６
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
６
，
５
２
０
円
で
す
。

（
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５
年
３

月
分
ま
で
は
月
額
１
６
，
５
９
０
円

で
し
た
）

　

保
険
料
は
、
納
付
期
限
（
翌
月
末
）

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
の
「
老
齢
年
金
」
や
、
障

が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態

が
生
じ
た
と
き
に「
障
害
年
金
」や「
遺

族
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事

務
所
や
市
役
所
保
険
年
金
課
、
各
地

域
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
桜
井
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

問
保
険
年
金
課

  （
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

国
民
健
康
保
険
証
を

更
新
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
３
月
31
日
（
金
）
ま

で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
を
３
月
中
旬

に
世
帯
主
あ
て
に
世
帯
分
を
ま
と
め

て
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

※
保
険
年
金
課
窓
口
で
受
け
取
り
希

望
の
方
は
、
３
月
6
日
（
月
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合

　
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
ま
た
は
国

保
資
格
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。
次
回

の
保
険
証
更
新
は
窓
口
に
来
庁
い
た
だ

い
て
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
付
相
談
な
ど
に

応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は
、
問

で
納
付
相
談
の
後
、
保
険
証
を
更
新
し

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

■
就
職
・
退
職
に
伴
う
手
続
き

【
就
職
な
ど
で
、
職
場
の

健
康
保
険
等
に
加
入
さ
れ
た
場
合
】

　
新
し
い
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
国

保
の
喪
失
の
届
出
と
国
民
健
康
保
険
証

の
返
却
が
必
要
で
す
。
届
出
さ
れ
な
い

と
引
き
続
き
保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
退
職
な
ど
で
、
職
場
の

健
康
保
険
の
資
格
を
失
っ
た
場
合
】

　

資
格
喪
失
日
を
確
認
で
き
る
書
類

を
添
え
て
、
速
や
か
に
国
保
の
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ

た
場
合
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
国
保
の
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
本
人
確
認
書

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車
手
続
き
、
譲
渡
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

■
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税

　
譲
渡
・
解
体
・
盗
難
・
紛
失
に
よ

り
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
し
な

く
な
っ
た
方
は
、
３
月
中
に
廃
車
、
譲

渡
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

3
月
中
に
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
次
年
度
も
課
税
さ
れ
ま

す
。
必
ず
手
続
き
を
！

※�

盗
難
・
紛
失
の
場
合
、
警
察
署
へ
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。届
出
日
、

受
理
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

バ
イ
ク
を
廃
品
回
収
業
者
等
に
回
収

し
て
も
ら
う
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
取
り
外
し
て
か
ら
回
収

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
廃
品
回

収
業
者
で
は
、
廃
車
手
続
き
の
代
行

を
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
廃
車
手
続
き
に
は
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
転
入
さ
れ
た
方
で
、
軽
自
動

車
・
バ
イ
ク
を
所
有
の
方
は
、

車
両
の
登
録
変
更
が
必
要

　
次
の
車
両
を
所
有
の
方
は
、
下
記

の
手
続
き
場
所
で
登
録
地
（
住
所
）
変

更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

他
都
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
二
輪
・
三
輪
・
四
輪
車

○�

他
市
町
村
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
原

動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
）

○�

奈
良
ナ
ン
バ
ー
で
他
市
町
村
に
て
登
録

さ
れ
て
い
る
二
輪
・
三
輪
・
四
輪
車

カ
ー
名
・
型
式
・
車
台
番
号
が
分
か

る
も
の
）

■
口
座
振
替
の
ご
注
意
点

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
に
て
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
所
有
さ

れ
て
い
る
全
て
の
軽
自
動
車
税
が
指

定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
、
車
両
ご
と
に
引
落
先
の
口
座
を
設

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
導
入
に
よ
り
、
令��

和
５
年
度
以
降
、
軽
自
動
車
税
を
口

座
振
替
で
納
め
ら
れ
た
方
に
、
車
検

用
納
税
証
明
書
を
郵
送
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。（
二
輪
小
型
車
（
２
５
０

㏄
超
）
を
除
く
。）

■
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

  

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

�

毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動

車
税
の
賦
課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る

影
響
の
た
め
、
各
種
申
請
が
窓
口
に
集

中
し
、
申
請
者
の
皆
様
方
に
お
待
ち
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

��

こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

各
種
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
に

済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

��

各
種
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク（
０
５
０・５
５
４
０・２
０
６
３
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「https://

w
w
w
tb.m

lit.go.jp/kinki/

」
に
て
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

※
提
出
書
類
な
ど
は
事
前
に
各
窓
口

　
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
場
所
】

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下

の
車
両
）・
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
含
む
）

　
→
税
務
課
、
各
地
域
事
務
所

軽
二
輪
車
（
１
２
５
㏄
超
～
２
５
０
㏄
以
下
）

　
→
奈
良
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
７
４
３
・
58
・
３
７
０
０
）

二
輪
小
型
車
（
２
５
０
㏄
超
）

　
→
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　
（
☎
０
５
０・５
５
４
０・
２
０
６
３
）

軽
自
動
車
（
三・四
輪
）

　
→
軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

　
（
☎
０
５
０・
３
８
１
６・
１
８
４
５
）

■
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
作

業
用
の
小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田

植
機
等
の
農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊

自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対

象
と
な
る
車
両
で
す
。

　

購
入
さ
れ
た
場
合
や
未
登
録
の
場

合
は
、
税
務
課
、
各
地
域
事
務
所
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

農
耕
作
業
用
の
小
型
特
殊
自
動
車

に
係
る
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

農
業
基
金
と
し
て
積
立
て
し
、
農

業
振
興
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

保
険
証
な
ど
）
販
売
証
明
書
（
す
で

に
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー

３月中に

受付場所 受付期間

市役所（4 階大会議室）
各地域事務所

３月 15日（水）まで
※土・日曜日、祝日を除く

　　　　　受付時間：午前９時～午後 4 時
                           　　         （受付は午後 3 時まで）
※申告用紙は、税務課、各地域事務所にも備え付けています。
相談会場では入場整理券を配布しています。配布状況に応じて早めに
受付を終了する場合があります。
　問税務課（☎ 82・1306/IP ☎ 88・9072）

e-Tax による電子申告が便利
e-Tax を利用すると自宅からいつでも確定申告ができます
　�マイナンバーカード方式・IDパスワード方式による事前準備がお済
みの方は、国税庁HP「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

　問桜井税務署（☎ 0744・42・3501）

■市県民税申告は市役所・地域事務所へ

確定申告は

市
県
民
税
の
試
算
お
よ
び

申
告
書
の
作
成
は
「
市
県

民
税
申
告
書
作
成
シ
ス
テ

ム
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
市
県
民
税

の
試
算
お
よ
び
申
告
書
を
作
成
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、「
宇
陀
市
役

所�

税
務
課�

宛
」
に
郵
送
で
提
出
可
能

で
す
。（
確
定
申
告
と
は
違
っ
て
電
子

申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
シ

▲�申告書作成
システム

ス
テ
ム
の
計
算
結
果
は
あ
く
ま
で
も

現
時
点
で
の
「
試
算
」
と
な
り
ま
す
。

実
際
の
税
額
と
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
申
告
書
作
成
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
は
、

広
報
う
だ
12
月
号
、
ま
た
は
こ
ち
ら
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
未
接
続
の
方
へ

　
下
水
道
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環

境
の
実
現
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
に
大
切
な
も
の
で
す
。

　

公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域

で
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
方
は
、

下
水
道
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
接
続
し
て
頂
く
こ
と

に
よ
り
、
下
水
道
は
そ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
接
続
工
事
を
行
う
際
は
、
必
ず
宇
陀

市
指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

   （
☎
82
・
５
６
２
７
／
IP
☎
88
・
９
１
０
４
）

マイナンバーカード
       休日手続きについて
次の日程で、マイナンバーカードの申請・
受取・更新の予約ができます。
この機会にぜひお作りください。
（�平日は予約不要で、午前 9時 30 分か
ら午後 4時 30分までの受付です）

曜日 日 場 　　所 時　間

土 3/11
3/25

市役所
ふるさとテラス

午前 9時～
正午まで日

3/5 大宇陀地域事務所

3/12 菟田野地域事務所

3/26 室生地域事務所

■ 3 月の休日窓口

問市民課（☎ 82・2143 ／ IP ☎ 88・9076）

類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

　
（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
終
了
に
つ
い
て

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

下
記
の
日
付
に
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

終
了
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
サ
イ

ト
内
検
索
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
の
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
、
広

報
う
だ
で
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に

努
め
ま
す
の
で
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
日
付
】
3
月
31
日
（
金
）

問
秘
書
広
報
情
報
課

   （
☎
82
・
３
９
１
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
３
）

問
税
務
課

    （
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 2425

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

【市営赤人霊苑　お墓参り臨時バス時刻表】
※バス料金は無料

※渋滞等により、時間が多少ずれる場合があります。ご了承ください。

問 環境対策課
　( ☎ 82・2202/IP ☎ 88・9078）

市営赤人霊苑へのお墓参り臨時送迎バスを運行
新型コロナウイルス感染拡大防止対策による乗車調整を行うため、
予約制となりますので、3 月 16 日（木）までに予約をお願いします。

【日時】3 月 21 日（火・祝）【現地滞在時間】45分間

※�コロナウイルス感染予防のため、乗車時にはマスクを着用し手指消毒および　　
検温協力をお願いします。

※�運行日までのコロナウイルス感染状況や当日の悪天候などにより運行を中止
にさせていただく場合がありますので、ご理解いただきますようよろしくお
願いします。

予約制

霊苑の空き聖地については
問 へお問い合わせください

榛原駅北口 →ひのき坂３→天満台西２→天満台西４→天満台東２→   赤人霊苑
ロータリー　　　 スクールバス乗り場　 奈良交通バス停　   奈良交通バス停　   奈良交通バス停　　    到着　　出発

【１回目】
　  8:00    　→     8:08 　→        8:11    →      8:12    →     8:13      →  8:30　 9:15

【２回目】 
   10:15　    →   10:23    →      10:26    →    10:27    →   10:28      → 10:45  11:30

【３回目】
   13:30    　→   13:38　 →      13:41    →    13:42    →   13:43      → 14:00  14:45

旧榛原町役場→   福地　→ 天満台西２→天満台西４→天満台東２→   赤人霊苑　
  　 跡 地　　　　　奈良交通バス停　   奈良交通バス停　　奈良交通バス停　　奈良交通バス停　　    到着　　出発

【１回目】
　8:00　      →    8:03     →        8:11    →       8:12　→     8:13      →  8:30    9:15

【２回目】
  10:15        →   10:18    →      10:26    →     10:27　→   10:28      → 10:45  11:30

【３回目】
  13:30　     →   13:33　 →      13:41    →     13:42   →   13:43      → 14:00  14:45

【対象】次の順位で上位の一人
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者等の子
３． 戦没者等の死亡当時、生計関係を有しており、

かつ戦没者等と氏が同じである①父母②孫③祖
父母④兄弟姉妹

４．上記３以外の ①父母　②孫　③祖父母
 　④兄弟姉妹
５．上記１～４以外で、戦没者等の死亡時まで引き続

き１年以上生計関係を有していた三親等内の親族

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
で
、

公
務
扶
助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
い

場
合
、
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
請
求
期
限
】

　
令
和
5
年
3
月
31
日
（
金
）

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に

よ
り
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

高
萩
台
自
転
車
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

近
鉄
榛
原
駅
北
側
の
高
萩
台
自
転

車
駐
車
場
で
は
、
自
転
車
と
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク
の
駐
車
が
で
き
ま
す
。

利用区分

自転車等
の種類

一時利用
（１日１回）

定期利用
1 か月 3 か月

一般 学生 一般 学生
自　転　車 150 2,300 2,090 6,600 5,970

原動機付自転
車・90㏄以
下のバイク

240 3,660 10,470

90㏄超～
250㏄以下の

バイク
260 3,980 11,310

【
定
期
利
用
】
新
規
の
方
は
窓
口
で
。

　
継
続
の
場
合
は
精
算
機
で
更
新
可
。

受
付
時
間
：
午
前
7
時
～
９
時

　
　

����������

午
後
５
時
～
８
時

問
高
萩
台
自
転
車
駐
車
場

（
☎
82・５
５
７
５ 

右
記
受
付
時
間
に
限
る
）

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

くくりわなに注意！
　イノシシやシカなどを捕獲する目的で、
雑木林や獣道に「くくりわな」が仕掛け
られている場合があります。設置者を示
す看板がありますので、近づかないよう
にしてください。
　「くくりわな」に人やペットがかかった
場合は、看板に設置者の電話番号が記載
されていますので、連絡してください。

問農林課
（☎ 82・3679 ／ IP ☎ 88・9090）

　市では、薬草を活用したまちづくり、薬草のまちを目指して、薬草協議会が中心となって、
大和当帰の栽培を進めています。
今年も苗の配布を行います
栽培に興味ある方は、ご連絡ください。

【対象】市内で栽培される方
　※多数の申し込みがあった場合は、数量を限
定する場合があります。

【配布価格】１本 10円
【配布時期】4 月上旬（予定）
【申し込み】３月 17日（金）までに問へ

薬草のまちづくり
大
ヤ マ ト ト ウ キ

和当帰苗の予約を受付

大和当帰
セリ科の多年草で、根は冷え性や血行障害の改
善、強壮、鎮痛剤などの漢方「当帰」として処
方され、主に婦人科系疾患に効果があるといわ
れています。
近年では、葉は食材としての使用が認められ、
様々な活用方法が注目されています。

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所�

室
生
埋
蔵
文
化
財
整
理
収
蔵
セ
ン
タ
ー

第
16
回�

宇
陀
文
化
財
講
座

　

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
県

東
部
・
南
部
地
域
の
文
化
遺
産
を
紹
介
す

る
催
し
と
し
て
、
定
期
的
に
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
県
東
部
・
南
部
の
歴

史
と
文
化
に
つ
い
て
、
考
古
学・歴
史
学・

仏
教
美
術
史
・
民
俗
学
な
ど
の
多
方
面
か

ら
光
を
あ
て
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
25
日
（
土
）

　
　
　

���

午
後
1
時
～
３
時

【
場
所
】
室
生
埋
蔵
文
化
財
整
理
収
蔵

セ
ン
タ
ー（
室
生
大
野��

旧
室
生
高
校
）

【
演
題
・
講
師
】

①�

「
宇
陀
市
に
お
け
る
古
代
仏
教
遺
跡

の
概
要
」

　
佐
野
詩
音�

氏（
教
育
委
員
会�

文
化
財
課
）

②
「
大
和
高
原
と
狩
猟
採
集
民
」

　
光
石
鳴
巳�

氏（
橿
原
考
古
学
研
究
所
）

【
定
員
】
90
人
（
先
着
順
）

【
費
用
】
無
料

問
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

（
☎
０
７
４
４
・
24
・
１
１
０
１
）

「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
１
日
」

番
組
放
送

　

う
だ
チ
ャ
ン
11

�

CH
で
は
３
月
１
日

よ
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
１
日
を

追
っ
た
特
別
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
見
学
が
中
止
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
視
聴
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
作
成
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）���
��

毎
日
午
後
３
時
33
分
よ
り
放
送

【
番
組
名
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
１
日

【
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
】
11

�

CH
（
う
だ

��

チ
ャ
ン
）

問
自
主
放
送
ス
タ
ジ
オ

  （
☎
／
IP
☎
82
・
２
４
９
７
）

問宇陀市薬草協議会（商工産業課内）
　（☎ 82・5874/IP ☎ 88・9075）

宇
陀
市
「
旧
旅
籠
あ
ぶ
ら

や
」・
橿
原
市
「
八
木
札
の

辻
交
流
館
」
連
携
事
業

　

旧
旅
籠
あ
ぶ
ら
や
お
よ
び
八
木
札

の
辻
交
流
館
は
い
ず
れ
も
旅
籠
（
旅

館
）
の
面
影
を
残
す
建
築
物
で
あ
り
、

古
来
よ
り
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

て
き
た
宿
場
の
雰
囲
気
を
現
在
に
伝

え
る
市
指
定
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
宇
陀
市
と
橿
原
市
が
連
携

し
、
両
施
設
の
「
御
宿
場
印
」
を
作
成

し
、
来
館
者
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

【
配
布
期
間
】
３
月
１
日
～
「
御
宿
場�

��

印
」
の
配
布
終
了
ま
で

【
配
布
場
所
】

・�

旧
旅
籠
「
あ
ぶ
ら
や
」（
榛
原
元
萩

原
２
６
２
３
番
地
3
）
毎
週
月
・
火

曜
日
休
館

・�

八
木
札
の
辻
交
流
館
（
橿
原
市
八
木
町

2
丁
目
1
番
1
号
）
毎
週
月
曜
日
休
館

【
配
布
枚
数
】

��

各
施
設
先
着
１
，
０
０
０
枚

【
主
催
】

・
宇
陀
市�
文
化
財
課

・
橿
原
市�

観
光
政
策
課

【
デ
ザ
イ
ン
作
成
】

・�

奈
良
芸
術
短
期
大
学�
デ
ザ
イ
ン

　
広
報
サ
ー
ク
ル

問
文
化
財
課

 （
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 2627

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

教室名 時間 月 火 水 木 金 対象 定員 受講料
（月４回）

保険料
（年間）

大
人
の
た
め
の
運
動
教
室

膝腰機能改善
ウォーキング（プール内）

13：30
 ～ 14：15

休
館
日

○
20 歳以上の市内在住者
※治療中の方は、医師
の許可が必要

60 人

800 円
/ 回

（64 歳未満）
1,850 円

（65 歳以上）
1,200 円
※任意

リラックス・ヨガ 13：15
 ～ 14：15　 ○

500 円
/ 回

筋力・体力アップ体操 
老けないからだづくり

13：15
 ～ 14：15 ○

40 人エアロビクス 13：15
 ～ 14：15 ○ 40 歳以上の市内在住者

※治療中の方は、医師
の許可が必要ピラティス 14：30

 ～ 15：30 ○

問総合体育館（☎ 82・6561/IP ☎ 82・0511）
問室内温水プール（☎ 82・2200/IP ☎ 88・9106）
　※火曜日休館（祝日の場合、翌日が休館）

時間 月 火 水 木 金 土 対象 定員 受講料
（月４回）

保険料
（年間）

成人コース 11：00 ～ 12：00 ○

休
館
日

○ ○ 16 歳以上 30 人 5,280 円
（64 歳未満）

1,850 円
（65歳以上）

1,200 円

幼児～生徒コース 15：30 ～ 16：30 ○ ○ ○ ○
3~15 歳まで 45 人

4,840 円 800 円幼児～生徒コース 16：30 ～ 17：30 ○ ○ ○ ○

児童・生徒コース 17：30 ～ 18：30 ○ ○ ○ ○ 3~15 歳まで
※９級以上の方 30 人

選手コース 18：30 ～ 20：00
木曜のみ 17：30 ～ ○ ○ ○ ○

高校生まで
※コーチの推
薦者のみ

ー 8,500 円
10,000 円（高校）

８００円
1,850円（高校）

水泳教室

【無料体験】
各教室、１回限り（前日までの事前申し込み必要）
※受付後、翌月から受講開始となります。（月の途中入
講はできません。）
※水泳教室は、毎週決めていただいた曜日・時間の受
講となります。

音楽に合わせた体操や、ゆったりとしたストレッチ、たっぷり
汗をかく有酸素運動など身体を痛めることが少なく体力向上に
効果的

【場所】
　総合体育館・室内温水プール

【申込期間】
　３月1日（水）から13日（月）
　午前 8時 30分～午後５時の間で問へ。

※�新規申し込みの場合、各教室、お一人様１回限り無料体
験が可能。前日までの申し込みが必要となります。正式
に受講を希望される場合、必ず事前申し込みが必要とな
ります。

【その他】毎週火曜日が休館となりますが、祝日の場合は
翌日休館。年末年始（12月 29日～１月４日）

総合体育館（室内温水プール）
アクア・グリーン榛原

大人のための運動教室

【その他】毎週火曜日が休館となりますが、祝日の場合
は翌日休館。年末年始（12月 26日～１月５日）
自己都合による欠席につきましては、受講料のご返金
はしかねますので、ご了承ください。

教室名 開催日 月額受講料 定員 講師 内容

絵手紙
教室

Ａコース（初級コース）
午前 10 時～正午
Ｂコース（中級コース）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
毎月 1 回・第 3 木曜日

（年 12 回）1,000 円 / 月
教材費：6,000 円 / 年

※用具をお持ちでない方
は 一 式（6,000 円 程 度 ）
が必要

各 10 人 村上 里美氏
毎月違う季節のモチーフを
使って、ハガキや巻紙・和
紙などに絵手紙を描きます。

陶芸教室
Ａコース 第 2・4 水曜日
Ｂコース 第 2・4 日曜日
いずれも 午前 9 時～正午

（年 24 回）3,000 円/月
※別途材料費が必要
※新規の方は初期材料費

（6,000 円）が必要

各 10 人 こめだ みゆき氏

初心者から経験者までそれ
ぞれに合わせた指導で、茶
碗や皿などの陶器を作成し
ます。

ヨガ教室

Ａコース：毎月第 1・3 月曜日
Ｂコース：毎月第 2・4 月曜日

いずれも午後１時 30 分～ 3 時

（年 24 回）
　　　2,000 円 / 月 各 7 人

大澤 一榮氏

ヨガのポーズや呼吸法で身
体のバランスを整え、健康
的な身体づくりを目指しま
す。

ヨガの基本から、様々な体
の状態に合わせたポーズや
ボディーワークを行いま
す。

A/B 両コースを受講：
　　　　　　毎月 1 ～ 4 月曜日

（年 48 回）
　　　4,000 円 / 月 8 人

文化会館文化教室
　【申込期間】3 月 5日（日）～ 12日（日）　午前９時～午後５時
　【申し込み】文化会館窓口・電話・FAX・メールで　※申し込み多数の場合は抽選

問文化会館（☎ 83・0977/FAX83・0976）
　　メール：bunkakaikan@city.uda.lg.jp)
　※火曜日休館（祝日の場合、翌日が休館） 始めようと思った時がチャンス！

あなたにピッタリの教室を見つけて！受講生大募集！受講生大募集！

子どもも大人も楽しく泳ぎましょう！
水中での全身運動は、膝や腰に負担なく代謝や体力向上の効果が期待できます。

3月の休館日

中央図書館
　 ☎ 82 ･ 4749/IP☎ 88 ･ 9110
　【開館時間】9:30～17:00
大宇陀図書館
　 ☎ 83 ･ 0976
　【開館時間】9:00～17:00

★すくすくひろば（０～３歳）
　3 月 8 日（水）、15 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～
　 場所：中央図書館　おはなしの部屋

★おはなしクラブ
   3 月 11 日（土）、25 日（土）10:00 ～
　場所：中央図書館　おはなしの部屋

★職員によるミニおはなし会
  3 月 18 日（土）10:30 ～
　場所：大宇陀図書館 児童書コーナー付近

7・14・21・22・28日

3 月の文化会館だより
かぎろひホールの催し　　（2月14日現在）

ホール催しはありません

3 月の休館日（7・14・21・22・28 日）　
問文化会館（☎ 83・0977）

展示ホールの催し
■文化教室受講生作品展
文化会館で開催している絵手紙教室と陶芸教室の作品展
です。
四季折々のモチーフを描いた心あたたまる絵手紙、
個性豊かな陶芸作品など受講生の力作をどうぞご覧
ください。

【展示期間】3 月 12日（日）まで

■竹愛会　作品展
日本伝統工芸作家の上野孝志先生の指導の竹細工
教室「竹愛会」の皆さんの作品展です。ヒゴ作り
から花篭やバッグ等の日用品、日本伝統工芸展入
選の芸術的な作品等、手作りの力作をご覧くださ
い。なお、ご来場の方には抽選で、20 数点の 1
つを進呈いたします。

【展示期間】4 月 2日（日）～ 9日（日）まで
【展示時間】午前 9時～午後 5時まで
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広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 2829

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

中
央
公
民
館
講
座
の

受
講
生
募
集

市
民
教
養
講
座

➊
社
会
見
学
・
防
災
講
座

　
火
災
や
自
然
災
害
に
よ
り
、
自
身
や

家
族
の
身
に
危
険
が
及
ん
だ
時
に
、

冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
こ
で
、
火
災
や
災
害
で
車
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
時
を
想
定
し
た
体

験
な
ど
を
通
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い

か
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
午
後
は
伊
勢

神
宮
周
辺
散
策

【
日
時
】
３
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
集
合
：
午
前
7
時
20
分

【
集
合
場
所
】
総
合
体
育
館

【
実
施
場
所
】
伊
勢
市
防
災
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
員
】
20
人
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
１
，０
０
０
円
（
交
通
費・

保
険
代
）
昼
食
は
各
自

【
主
催
】
中
央
公
民
館

➋
誰
で
も
か
ん
た
ん
ス
マ
ホ
講
座

　
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
に
興

味
が
あ
る
け
ど
、「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
携
帯
よ
り
便
利
っ
て
聞
い
て
買
い
た

い
け
ど
、
使
い
こ
な
せ
る
か
不
安
」、

と
い
っ
た
方
に
、
実
機
に
触
れ
て
い
た

だ
き
「
私
に
も
で
き
る
！
」、「
楽
し

い
！
」「
便
利
！
」
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
講
座
で
す
。

【
日
時
】
３
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

�　
午
後
１
時
30
分
～

民家ステイセミナー

　一昨年秋より徐々に民家ステイ受入れを再開
しております。宇陀エリアでは 12 月にインド
ネシアの中学生が 42 人、ホストファミリーと 2
日間を共に過ごし、奈良カエデの郷ひららにて、
着付け体験と書道体験を楽しみました。今春も
たくさんの予約を頂戴しております。ホストファ
ミリーの仲間になって、国内外たくさんの生徒
の受入れをしてみませんか。
　セミナーでは、ご家庭でどのように過ごすか、
食事について、民家ステイの目的等についてお
話します。（質問コーナーもあります）

【日時】３月３日（金）午後1時30分～3時30分
【場所】奈良カエデの郷ひらら図工室
【参加費】無料
【講師】藤澤�安良�氏
���������（株式会社体験教育企画・代表取締役）

【申し込み】電話で下記に事前申し込みをしてください。

        （一社）大和飛鳥ニューツーリズム
            （☎ 0744・54・1525）

問観光課（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

　今を生きる生徒たちをとりまく環境は、急速に
変化しています。教育現場では「主体的・対話的
で深い学び」が求められる一方、生徒たちが直接
的な体験をする機会はますます減ってきていま
す。「大和・飛鳥民家ステイ」では、自然体験に
加え、「ほんもの」の歴史に触れながら、総合的
な学習ができます。「ほんもの」の体験を通して、
生徒たちが自ら考え行動し、生きる力を育んでほ
しいと願っています。

ホストファミリーの
仲間になりませんか？ ー体験がミライを創るー

第
16
回 「
か
ぎ
ろ
ひ
短
歌
」
入
選
作
品

　
第
51
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、「
か
ぎ
ろ
ひ
」
や
「
大

宇
陀
」
に
ち
な
ん
だ
短
歌
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
69
首
の
短
歌
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
10
首
の
入
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

か
ぎ
ろ
ひ
賞

　
か
ぎ
ろ
ひ
は
観
え
な
く
っ
て
も
ロ
マ
ン
で
す
臨
場
感
を
味
わ
い
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
所
市
　
中
村
宗
一

人
麻
呂
賞

　
宇
陀
中
を
卒
業
の
後
教
職
に
戦
死
の
兄
の
レ
ガ
シ
ー
を
追
う
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
大
西
そ
に
い

入
賞

　
秋
深
き
丘
を
つ
つ
め
る
朝
霧
に
墨
絵
の
ご
と
く
か
ぎ
ろ
ひ
の
歌
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
木
下
瑞
子

　
小
春
日
の
か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
の
草
も
み
じ
朝
日
に
映
え
る
紅
の
朝
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
　
喜
屋
武
き
ぬ
え

　
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
亡
き
母
待
ち
く
れ
る
そ
ん
な
気
の
す
る
ふ
る
さ
と
大
宇
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
市
郡
　
西
村
道
子

佳
作

　
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
と
置
か
る
る
花
梨
の
実
阿
騎
の
社
に
ひ
と
つ
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
大
谷
み
ゆ
き

　
百
歳
の
学
び
の
歴
史
た
た
え
な
ん
八
角
塔
に
育
つ
俊
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
欅
孝
博

　
添
え
ら
れ
し
柿
の
葉
五
枚
富
有
柿
に
か
ぎ
ろ
い
色
の
母
の
季
節
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
　
吉
岡
由
希
子

　
徳
源
寺
古
き
町
並
み
見
下
ろ
せ
る
松
山
藩
主
眠
る
菩
提
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
髙
見
邦

　
喜
寿
過
ぎ
て
寒
さ
身
に
染
む
丘
の
上
立
つ
か
か
ぎ
ろ
い
高
見
の
嶺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
陀
市
　
橋
本
征
四
郎

　
問
宇
陀
市
観
光
協
会
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金

 

事
業
実
施
団
体
を
募
集
!!

【
交
付
申
請
書
の
受
付
】

３
月
１
日
（
水
）
～
22
日
（
水
）

【
書
類
審
査
】
３
月
下
旬

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

４
月
16
日
（
日
）

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

▼ ▼

N
P
O
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　
３
月
１
日
（
水
）
～
22
日
（
水
）

【
対
象
】
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体

○
市
内
で
主
に
活
動
し
、
３
人
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
う
ち

半
数
以
上
が
市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
）

○
定
款
、
規
約
、
会
則
な
ど
に
基
づ

い
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

○
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
こ
と

【
対
象
事
業
】
市
内
に
お
い
て
実
施
す

る
新
規
ま
た
は
、
既
存
事
業
拡
充

と
な
る
事
業
な
ど

○
産
業
・
も
の
づ
く
り
の
振
興

○
観
光
振
興

○
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
推
進

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生
涯

学
習
の
振
興

○
景
観
美
化
、
環
境
保
全
、
地
域
の
安

全
推
進

○
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

【
事
業
期
間
】

　
原
則
単
年
度
の
事
業
と
し
ま
す
。

※�

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
年
限

度
で
対
象
に
な
る
場
合
あ
り
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　

補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
収
入
を
差
し
引
い
た
額

と
し
、
50
万
円
が
上
限
。

※�

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年
目

は
40
万
円
、
３
年
目
は
30
万
円
が
上

限
。
4
・
5
年
目
は
別
事
業
の
み
そ

れ
ぞ
れ
20
万
円
が
限
度

【
募
集
要
領
な
ど
】

　
詳
し
く
は
地
域
振
興
課
窓
口
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
審
査
の
基
準
】
○
新
規
性�

○
公
益
性

○
必
要
性
○
実
現
性
○
発
展
性 問

地
域
振
興
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

※
交
付
申
請
書
提
出
後
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
そ
の
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

【
事
業
の
公
表
】事
業
団
体
名・代
表
者・

事
業
内
容
は
、
広
報
う
だ
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

※ 

本
事
業
は
、
令
和
5
年
度
予
算
成
立

後
、
速
や
か
に
事
業
が
開
始
で
き
る

よ
う
事
前
に
募
集
手
続
き
を
行
う
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
予
算
成
立
に

伴
い
、
内
容
変
更
が
あ
り
得
る
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
総
合
セ
ン
タ
ー�

２
階
研
修
室

【
定
員
】
20
人
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
用
意
し
ま
す
）

【
内
容
】
ス
マ
ホ
の
特
徴
、
携
帯
（
ガ

ラ
ケ
ー
）
と
の
違
い
、
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
と
ア
イ
フ
ォ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

な
ど
を
知
り
、
実
機
（
当
日
貸
出
）

で
基
本
操
作
・
地
図
・
カ
メ
ラ
・
音

声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
「
ス
マ
ホ
な

ら
で
は
の
機
能
」
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
講
師
】
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【
申
し
込
み
】
➊
３
月
10
日
（
金
）
ま

で
➋
3
月
1
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
水
）
の
期
間
中
に
、
☎
も
し
く
は

中
央
公
民
館
窓
口
に
て

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日
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広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 3031

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載情報に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。

◇はい！こちら消費者相談窓口です◇

　最近、いつでも解約できるという謳い文句
に惹かれて、初回超お得な価格の商品をネッ
トで申し込んでしまうケースが増えていま
す。しかし、実際に解約しようとすると、オ
ペレーターに繋がらず音声案内ばかりが繰り

返される、ずっと話し中など解約できない
ケースが目立ちます。目の前の「得だ！」に
はくれぐれも要注意！です。　
問商工産業課（☎ 82・5874/IP ☎ 88・9075）

　 ● 簡 単 に タ ッ プ の 後 に 高 額 請 求 に ご 注 意 ！

　この表彰は、消防団員として多年にわたり消防業務に従事し、地域消防の担い手として、地域社会の安全確保、
防災思想の普及などに尽力した団員に対し、その功績を称えるものです。今年は以下の団員が表彰を受けました。

【表彰および感謝状受章者】（階級順・敬称略）
◎奈良県知事表彰（分団長）岡部静治・𠮷原禎之・植平善延・太田知、（副分団長）関戸成康・岡野博・中川栄作・井上晴貴、

（部長）中哲也、（班長）岸本和幸・岸本友樹
◎消防協会長表彰（副分団長）岡本敦史・谷岡明・森繁広・大門一精、（部長）迎信嘉・植田弘志、（班長）西岡明・飯干功一・
福田信司、（団員）丸岡秀年・室貴之・今 祥文
◎警察署長感謝状（分団長）鐘田和也・福井宏和、（班長）浦岡大輔、洞出勝秀
◎市長表彰（副分団長）桶谷剛志、（部長）岩井雅之・山口和也・福⻆毅、（班長）
松田寿一・瀬山学・中尾了平・玉村智博・新島和義・久保圭史・山本拓郎・岡﨑浩、

（団員）南浩之・田中好彰・松本太志・今井基博
◎団長表彰（分団長）山本裕義（部長）森田良三・蛯原浩行・大黒祥幸・吉川康秀・
山口高明、（班長）吉岡逸人・西浦智志・奥田勝寛・堀岡進・雨窪徳明・中島秀晃・
豆﨑隆一、（団員）霜永摩美子・新子一・小澤勝政

令和 5年�宇陀市消防団員表彰一覧
 問危機管理課 （☎ 82・1304/IP ☎ 88・9070）

行政相談
［予約不要］

3月 1日（水） 宇陀市人権交流センター

9：00～ 12：00 総務課
（☎82・1302／ IP�☎ 88・9068）

3月 8日（水） 室生振興センター
3月 15日（水） 大宇陀人権交流センター
3月 15日（水）宇陀市役所（213会議室）

人権相談 3 月 8日（水） 室生振興センター
9：00～ 12：00 人権推進課

（☎82・2147／ IP�☎ 88・9077）3月 15日（水） 大宇陀人権交流センター

消費生活相談窓口
［予約不要］

3月2日・6日・
9日・13日・16
日・20日・23日・
27日・30日
（各月・木曜日）

宇陀市役所
（213会議室） 13：00～ 16：00 商工産業課

（☎82・5874／ IP�☎ 88・9075）

こころの健康相談
［要予約］ 3 月 22日（水） 予約の際に

お知らせします 13：30～ 16：30 中央保健センター
（☎92・5220／ IP�☎ 88・9175）

ＤＶ相談
［要予約］ 3 月 22日（水） 予約の際に

お知らせします
13：00～ 16：00
（1人 50分・1日 3人）

人権推進課
（☎82・2147／ IP�☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

3月 1日（水） 宇陀市人権交流センター

9：00～ 12：00

菟田野地域事務所
（☎84・2521／ IP�☎ 88・9188）
室生地域事務所
（☎92・2001／ IP�☎ 88・9182）
大宇陀地域事務所
（☎83・2251／ IP�☎ 88・9195）
厚生保護課
（☎82・2221／ IP�☎ 88・9079）

3月 8日（水） 室生振興センター

3月 15日（水） 大宇陀人権交流センター

3月 27日（月） 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］3 月 22日（水） 宇陀市役所

（213会議室）
14：00～ 17：00

（※相談員の都合で中止とな
る場合があります。）

【予約先】
若者サポートステーションやまと
（☎0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］3 月 14日（火） 宇陀市役所（211会議室） 13：00～ 16：00

【予約先】奈良弁護士会
（☎0742・22・2035）

（相談日の 2週間前より受付）

生活困窮者
自立相談支援窓口

月～金曜日
（祝日除く）

宇陀市役所
厚生保護課（2階）

9：00～ 12：00
13：00～ 16：00 厚生保護課

（☎82・2221／ IP�☎ 88・9079）巡回職業相談
［要予約］ 3 月 8日（水） 宇陀市役所

（213会議室）
9：00～ 12：00
13：00～ 15：00

ひとり親福祉資金
貸付相談［要予約］

毎週月・火・木・
金曜日

（祝日除く）
宇陀市役所 10：00～ 16：00

【予約先】こども未来課
（☎82・2236／ IP�☎ 88・9080）

（相談日の 2日前の 11時までに）

弁護士による福祉
専門相談[要予約] 3 月 15日（水）

宇陀市権利擁護センター
ほっとサポートうだ

（医療介護あんしんセンター内）

10：00～ 12：00
（1人60分・1日2人）

宇陀市権利擁護センター
ほっとサポートうだ
（☎88・0778）

精神科医による専
門相談 [ 要予約 ] 3月 20�日（月） 14：00～ 16：00

（1人60分・1日2人）
家計改善支援相談
[ 要予約 ]

毎週月～金曜日
（祝日除く）

9：00～ 12：00
13：00～ 16：00

緊急の場合、救急車と消防車が
駆け付けます

　119番で救急通報していただく内容（傷病
者の生命身体に危険が及ぶ可能性が高いと消
防が判断した場合等）によっては、救急車と
消防車の２台で現場へ駆け付けます。
　救急隊と消防隊が連携することにより、活
動を迅速化させ、医療機関への早期搬送が可
能となります。1人でも多くの命を救えるよ
う、ご理解よろしくお願いします。
　命に関わる危険な状態や、その可能性があ
る人を救うことが、救急車の役割です。
　救急車を呼ぶべきか迷った際は、次の連絡
先まで電話してください。

詳しくは、「奈良県
救急安心センター」
で検索

問奈良県広域消防組合 宇陀消防署
  （☎ 82・3199）
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新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載内容に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、掲載内容に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
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毎 月 1 9 日 は『 う だ 育 児 の 日 』

１ 日 1 0 分 、今 日 の 「 あ の ね 」 発 表 会
～ テ レ ビ も ス マ ホ も O F F し て 、

家 族 タ イ ム を O N し よ う ～

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 3233

▶参加費　各チーム 2,000 円（当
日徴収致します）

▶申込方法　各参加されるチーム
は、準備の都合上４月 2日（日）
までに申し込み（電話連絡）をお
願いします。詳細については、参
加チーム数により、事前に組合せ
等（ルール説明）を行います。

問県軟式野球連盟宇陀支部
   事務局　内門方
　（☎ 090・3973・1750）

■硬式テニス教室・交流会参加者募集
▶日時　4月 16日（日）
　　　　　午前 9時～午後 4時
▶場所　大宇陀ふれあい交流ドーム
▶対象　市内在住・在勤の方
　（初心者歓迎）
▶内容　基礎打ちから試合戦略ま
で、参加者の希望に沿った指導（マ
スク持参）

▶主催　市テニス協会
問尾上方（☎ 090・1246・1891）

■鹿や猪から農作物被害を事前に防
ぐには

　野生動物から農作物を守る方法に
ついての講習会を開催します。調査
機関の検証をもとに効果ある防除柵
の設置方法をお伝えします。皆さん
の参加をお待ちしております。
▶日時　3月 19日（日）
　　　　　午前 10時～ 11時
▶場所　市文化会館　研修室
▶費用　無料
▶内容　鹿や猪から農作物を守る
方法・自然動植物の話

▶申し込み　問へ
問Wild Deer Initiative 代表：岡田

（☎ 090・9111・8791）

このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。
■掲載記事は 100文字程度
■営利目的、政治・宗教に関するもの、
金銭的トラブルが生じるおそれがあ
るもの、不特定多数の市民を対象と
しないものは掲載不可

■紙面の都合で掲載できない場合があ
ります

■原稿は掲載月の前月 5日までに秘書
広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083 ／ FAX82・3900）

■令和５年　宇陀市民春季軟式野球
大会参加者募集

　昔（若いころ）、ソフトボールや
野球をやっていた方が気軽に参加
できるように宇陀市民軟式野球大
会を開催します。奮ってご参加く
ださい。
▶日時　4月 9日（日）
　　　　　午前 9時～午後 5時
※予備日 4月 16日（日）
▶場所　総合運動場・大宇陀運動場
（Ａ面・Ｂ面）予定

▶対象　
一般の部　（高校生以上のチーム）
還暦の部　（50歳以上のチーム）

■「終活」はじめのいっぽ
「終活」という言葉は知っていても、
何から始めたらいいかわからない。
具体的にどんなことをするの？エン
ディングノートって何？終活が気に
なる方の「終活入門講座」です。
▶日時　3月 11日（土）
　　　　　午後 2時～ 3時 30分
▶場所　中央公民館　講座室A
▶費用　参加費　資料代 100円
▶定員　20人（要申し込み）
▶申し込み方法　問へ
問大西方（☎ 090・6322・3250）

■募集「ふるさと句会」（公民館自
主グループ）

　俳句に興味のある方、榛原にも
楽しい句会があります。世界一短
い十七文字の詩を一緒に作ってみ
ませんか。
▶日時　毎月第１水曜日
　　　　　午後 1時～ 4時
▶場所　榛原総合センター 2階
▶対象　初めての方も大歓迎
▶参加費　会場使用料等必要
　　　　　　　　　（月 250円）
問矢野方（☎ 090・3973・1750）
　出店方（☎ 090・7882・1911）

■竹細工教室「竹愛会」の発表会
　日本伝統工芸作家・上野孝志先
生のご指導で竹を割ってヒゴを作
り、花篭やバック等の日用品から0．
数㎜のヒゴから作られた日本伝統
工芸展入選作品等、手作りの力作
の数々をご覧ください。なお、ご
来場の方には抽選で 20数点の一つ
を進呈いたします。
▶日時　４月２日（日）から9日（日）
午前９時～午後５時（4日（火）休館）
▶場所　市文化会館展示ホール
▶入場　無料
問竹工芸教室「竹愛会」代表：民

谷
（☎ 0745・83・0008）

■令和 5 年度　奈良県警察官
    （第 1 回）　採用試験
▶第１次試験日
　教養・論文試験：5月 14日（日）
　体力・口述試験：5月 27日（土）、
28日（日）のうち指定する１日

▶受験資格　平成 2年 4 月 2 日以
降に生まれた方で、学校教育法に
よる大学（短期大学を除く）を卒
業した方または令和 6年 3月末
日までに卒業見込みの方

▶受付期間　
●郵送（簡易書留）・持参…3月 3
日（金）～ 4月 14日（金）まで

●インターネット（県警ホームペー
ジから）…3 月 3 日（金）～ 4
月 10日（月）まで

問県警察本部警務課採用係
　（☎ 0120・351・204）
　ホームページ　
https://www.police.pref.nara.
jp/category/5-0-0-0-0.html

春季火災予防運動
お出かけは　マスク戸締り　火の用心

（全国統一防火標語）

ご存知ですか？火災による死者の多くが高齢者です！

■住宅防火 いのちを守る 10 のポイント
○４つの習慣
1. 寝たばこは、絶対しない、させない。
2. ストーブの周りに、燃えやすいものを置かない。
3. こんろを使うときは火のそばを離れない。
4. コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

○６つの対策
1. ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
2. 住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
3.�部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカ－テンは、防炎品を使用する。
4. 消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
5.�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
6.�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

問県広域消防組合 宇陀消防署 予防課
　（☎ 82・3199）

奈良県広域消防組合管内では、令和４年に 72 件の住宅火
災が発生し、20 人の方がお亡くなりになっています。�
全国的に見ても、住宅火災による死者のうち、約７割が高
齢者となっており、死亡原因の約６割が逃げ遅れとなって
います。
住宅火災による逃げ遅れゼロへの取り組みとして、次の 4
つの習慣、6 つの対策を実施していただき、住宅火災から
「いのち」を守りましょう。

問こ ど も 未 来 課 （☎ 82・2236/IP88・9080）

● 加 齢 性 難 聴 ●
　難聴とは音や言葉が聞こえにくい状態です。難聴は、外耳、中耳に原因のある伝音難聴と、内耳、蝸

牛神経、脳に原因のある感音難聴の二つに分けられ、両者とも存在する場合は混合性難聴と呼びます。

　加齢性難聴は、老化による聴覚機能低下による感音難聴で、残念ながら根本的な治療法はありません。

難聴は、炎症やウイルス等で難聴を発症している場合は、投薬治療や手術などで治療できる可能性もあ

ります。「耳が聞こえづらいのは齢のせいだ」と決めつけずに、まずは耳鼻咽喉科を受診しましょう。

　進行を遅らせる予防は十分に可能です。また、適切な時期に補聴器などを使って聞こえを改善すること、

大音量でテレビを見たり、音楽を聴いたりせず、騒音などを避けるなど耳にやさしい生活を心がけたり、

栄養バランスがとれた食事、適度な運動、規則正しい睡眠など、老化を遅らせるための生活習慣を見直

しましょう。

（一般社団法人　日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　HP より一部抜粋）

問介護福祉課（☎ 82・3675/IP88・9088）



新型コロナウイルス感染拡大の影響により、放送内容に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、放送内容に変更など
が生じることがあります。予めご了承ください。
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を

削
っ
て
が
ん
ば
る
」
こ
と
は
同
じ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
続
的
に
健

康
を
保
つ
た
め
に
も
、
一
度
立
ち

止
ま
り
自
分
自
身
に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
週
間
」

0 ～ 9 歳 1,302 人 60 ～ 69 歳 4,537 人
10 ～ 19 歳 2,077 人 70 ～ 79 歳 5,486 人
20 ～ 29 歳 1,974 人 80 ～ 89 歳 3,176 人
30 ～ 39 歳 1,967 人 90 ～ 99 歳 905 人
40 ～ 49 歳 3,067 人 100 歳以上 24 人
50 ～ 59 歳 3,364 人

総　数 27,879 人（-58）
世帯数 12,764 世帯（-25）

堀口 実篤さん

 第11回
宇陀（榛生昇陽）高校

さね あつ

　
中
学
生
の
時
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
お
り
、

高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
違
う
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
時
に
出
会
っ
た
の
が
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

　
重
い
ウ
エ
イ
ト
を
持
ち
上
げ
、
一
瞬
で
結
果

が
決
ま
る
競
技
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
高
校
一
年

生
か
ら
挑
戦
を
決
意
し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち

は
、
比
較
的
軽
い
重
量
で
も
持
ち
上
が
ら
ず
、

失
敗
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
悔
し
さ
か
ら
、
部

員
の
皆
が
帰
っ
た
後
も
居
残
り
で
練
習
を
続

け
、
人
一
倍
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
2

年
生
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
出
場
が
で

き
、「
が
ん
ば
っ
て
厳
し
い
練
習
に
耐
え
抜
い

て
良
か
っ
た
」「
努
力
が
報
わ
れ
た
」
と
思
い

ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
緊
張
し
て
固
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
も
あ
り
、
い

つ
も
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
国
の
選
手
た
ち
と
競
え
て
、
自
分
よ

り
強
い
選
手
が
ま
だ
ま
だ
い
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
の
全
国

大
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
の
で
、
3
年
生

に
な
っ
た
ら
、
入
賞
す
る
こ
と
を
目
標
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
25
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国

高
等
学
校
選
抜
大
会
（
全
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ

ト
ッ
プ
10
の
選
手
だ
け
が
参
加
で
き
る
）
に

選
出
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
大
会
で
、

良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
う
だ
ス
タ
ー

き
ら
め
け
！
う
だ
ス
タ
ー

き
ら
め
け
！
う
だ
ス
タ
ー

き
ら
め
け
！
う
だ
ス
タ
ー

広報 うだ　2023年3月号 広報 うだ　2023年3月号 3435

問自主放送スタジオ　（☎／ IP ☎ 82・2497）
※�番組内容および、放送時間は予告なく変更される
場合があります。ご了承ください。

番組内容 1 日～ 10 日 11 日～ 20 日 21 日～末日

ホット
ニュース

〇一般国道３６９号　香
酔峠工区　開通式典

○認知症　キッズサポータ―
養成講座

〇宇陀松山調査研究
報告会

○宇陀市公民連携まちづ
くりプラットフォーム第
3回フォーラム

講演会等 ○給食センターの１日

宇陀市政なう

市の取り組みや行政情報

〇うだし　なかよし献立
○�野菜たっぷりクッキング：
レタスとトマトの玉子
スープ

○�手話への扉パートⅡ第7回

〇図書館
　　今月のおすすめ
○�手話への扉パートⅡ第8回

〇うだし��なかよし献立
〇UDA�UDA�ENGLISH
○�手話への扉パートⅡ第9回

まちの話題
〇伝六孫王五輪塔石造物
調査

〇墨坂神社　節分祭
○�宇陀の初えびす

〇第 51回　かぎろひを
観る会

○大和富士登山大会

産業情報 ○宇陀の気になる企業

　
3
月
に
な
り
、
日
ご
と
に
暖
か
く

な
り
、
す
っ
か
り
春
ら
し
い
陽
気
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
旧
暦

3
月
を
『
弥
生
（
や
よ
い
）』
と
呼

び
、
現
在
の
新
暦
3
月
の
別
名
と
し

て
用
い
て
い
ま
す
。
草
木
が
い
よ
い

よ
生
い
茂
る
月
「
木
草
弥
や
生
ひ
月

（
き
く
さ
い
や
お
ひ
づ
き
）」
が
由
来

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
の

月
名
『
M
a
r
c
h
』
は
、
ロ
ー
マ

神
話
の
マ
ル
ス
（
M
a
r
s
）
の
月

を
意
味
す
る「
M
a
r
t
i
o
u
s
」

か
ら
取
っ
た
モ
ノ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
度
替
り
の
時
期
と
も
さ
れ
て

い
る
た
め
、
卒
業
式
や
送
別
会
が
行

わ
れ
、
出
会
い
と
別
れ
の
時
期
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
M
）
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  まちの話題 
ホットニュース

宇陀市政なう
  お知らせ（静止画） 

  お知らせ（音声付） 
 　からだほぐしストレッチ

  まちの話題 
ホットニュース

宇陀市政なう

 
 　うきうきダンス

  まちの話題 
ホットニュース

宇陀市政なう
  お知らせ（静止画） 

 

   

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付） 

 　　　　　　 

  まちの話題 
ホットニュース

宇陀市政なう

うきうきダンス
ウェルネスうだ体操

 　　　 まちの話題 
ホットニュース

宇陀市政なう
  お知らせ（静止画） 

  まちの話題
　　　　　　　ホットニュース 

番組表

  

　
 いきいき歯ッピー体操

 お知らせ（音声付）

お知らせ（静止画）

時 番組内容

 お知らせ（静止画）
給食センターの 1 日

宇陀市政なう
お知らせ（静止画）

 お知らせ（静止画）

 お知らせ（音声付）

 ウェルネスうだ体操

だより生涯
学習

～踊って笑って元気になりましょう～
　月２回「サザエさん」や「二輪草」、民謡などの曲に合わせて体操や
ダンスをしています。
　運動が苦手な方でも
楽しく、会員一同和気
あいあいと笑いながら
心も体も『健幸』になる
ことを目指しています。
　興味のある方は、代
表 の 西 岡 方（ ☎ 82・
1950）までお問い合わ
せください。

▲体操はとても大事！皆さんも一緒にしませんか？

【公民館活動自主グループ③】

問中央公民館　（☎ 83・0551 ／ IP ☎ 88・9180）
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五輪塔の謎に迫る！
大宇陀政始まち協が石造物調査！

妙
験
山 

青
葉
寺
（
室
生
三
本
松
）

　
青
葉
寺
は
、
古
く
か
ら
行
者
の
修
練
や
滝
行
の
場
所
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
源
平
合
戦
の
際
に
平
敦
盛
が
、
持
っ

て
い
た
青
葉
の
笛
は
、
こ
こ
の
藪
の
竹
で
作
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
寺
の
脇
の
山
道
を
数
分
登
る
と
高
さ
約
７
m
の
青
葉
の

滝
が
、
階
段
状
の
岩
を
白
い
カ
ー
テ
ン
で
覆
う
よ
う
に
流

れ
落
ち
て
い
ま
す
。
陽
の
当
た
る
時
間
に
は
虹
の
架
か
る

滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
住
職
の
山
口 

行
雅
さ
ん
指
導
の
下
『
滝
行
体

験
』（
要
予
約
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
お
り
滝
行

や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験
（
瞑
想
）
に
県
内
外
か
ら
参

加
者
が
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、『
九
星
気
学
』
を
用
い
た
占
い
を
行
っ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
人
生
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。

龍穴神社

至 檜牧

至 室生ダム▲

至 荷阪

南松の滝

165

369

青葉寺

室生口大野駅

室生口大野駅

室生小学校
●
●●青葉の滝

至 道の駅室生

問�

妙
験
山　
青
葉
寺　
（
☎
92
・
２
２
１
０
）

▲掘り出された五輪塔石造物

　栖
す こ う じ
光寺跡（大宇陀）に、第 56代清和天皇の六男貞純親王

の御子で、皇室内では、『六孫王』の愛称で呼ばれた六孫王
経基の墓と伝えられる五輪塔の石造物があります。その五輪
塔のうち、空・火・水輪が横に並んで半分以上埋もれた状態
にあり、また、風輪、地輪が不明となっています。
　そこで全体像を明らかにするため、大阪大谷大学の狭川教
授、ゼミ学生の協力を得て、大宇陀政始まち協が五輪塔石造
物調査作業を実施しました。
　調査の結果、風輪、地輪は確認することができませんでし
たが、掘り出した 3つの大きさを計測したところ、五輪塔の
高さは、これまで考えられていた 4.3 ｍを上回り、約 4.8 ｍ
に復元できることが明らかになり、築造された年代も南北朝
末期から室町時代初期ごろと推定されました。
　後日、狭川教授の見解をもとに調査報告会および現場での説
明会も開催されました。▲8月から調査作業は始まり、学生もまち協の皆さんも汗を流しました


